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女子高校野球
夏の選手権大会
お知らせ

人事行政運営状況報告

丹
波
の
熱
い
夏
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べ
物
の
出
店
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
は
、
日
本
女
子
プ

ロ
野
球
機
構
、
関
西
国
際
大
学
野
球
部

も
参
加
。
市
内
外
の
多
く
の
人
の
力
で

大
会
が
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
作
年
５
月
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
で
き

て
、
練
習
試
合
の
相
手
を
学
校
に
呼
べ
る

よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
」
と
話
す
の
は
、

履
正
社
高
校
の
石
村
奈
々
さ
ん
。
こ
れ

ま
で
は
、
練
習
試
合
の
度
に
相
手
の
学

校
に
出
向
い
て
い
た
た
め
、
移
動
時
間

が
長
く
、
負
担
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
練
習
相
手
も
増
え
、
や
っ
と
思
い
切

り
野
球
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
来
年
は
も
っ
と
強
く
な

っ
て
丹
波
に
帰
っ
て
き
ま
す
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
ん
と
言
っ
て
も
魅
力
は
「
勝
っ
て

泣
き
、
負
け
て
泣
く
」
全
力
プ
レ
ー
。

そ
の
姿
に
は
、
選
手
を
取
り
巻
く
状
況

と
切
実
な
想
い
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。

　

高
校
で
、
女
子
硬
式
野
球
部
の
創
設
が

相
次
い
で
い
る
も
の
の
、
ま
だ
全
国
で

25
校
。
近
く
の
高
校
に
野
球
部
が
な
く
、

男
子
に
混
ざ
っ
て
練
習
す
る
、
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
に
入
る
と
い
う
選
択
肢
し
か
な

い
選
手
が
多
く
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ

都
道
府
県
内
に
複
数
チ
ー
ム
が
あ
る
の

は
京
都
府
・
大
阪
府
・
東
京
都
・
埼
玉

県
の
４
つ
の
み
。
野
球
部
の
あ
る
高
校

に
入
っ
て
も
練
習
試
合
の
相
手
を
探
す

の
に
苦
労
す
る
の
が
現
状
で
す
。

　

選
手
た
ち
に
と
っ
て
、
春
夏
2
回
の

全
国
大
会
は
、
性
別
・
年
代
の
同
じ
選

手
と
対
戦
す
る
貴
重
な
機
会
な
の
で
す
。

　

頑
張
る
選
手
た
ち
が
思
い
切
り
野
球

が
で
き
る
大
会
に
し
よ
う
と
、
多
く
の

人
が
運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

大
会
の
運
営
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

実
行
委
員
が
担
い
、
審
判
は
、
市
の
軟

式
野
球
協
会
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
軟
式
野

球
協
会
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
が
行
い
ま
す
。

地
域
や
近
隣
の
高
校
は
、
か
き
氷
や
食

　
「
優
勝
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。
春
の
選

抜
大
会
で
準
優
勝
だ
っ
た
の
で
、
夏
の

選
手
権
大
会
で
は
絶
対
優
勝
し
よ
う
と
、

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
い
ま
し
た
」

と
語
っ
て
く
れ
た
、
埼
玉
栄
高
校
主
将

の
蛭
田
菜
月
さ
ん
。

　

試
合
は
１
点
を
守
る
接
戦
に
な
り
ま

し
た
。
4
回
裏
、
蛭
田
さ
ん
は
出
塁
し

て
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く
り
、
ホ
ー
ム
ベ
ー

ス
を
踏
み
ま
し
た
。

　
「
優
勝
は
多
く
の
人
の
支
え
が
あ
っ
て

こ
そ
。
支
え
て
く
れ
た
監
督
や
両
親
、

ベ
ン
チ
に
入
れ
な
か
っ
た
仲
間
に
贈
り

た
い
」
と
謙
虚
。「
野
球
は
楽
し
い
で
す
。

進
学
後
も
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
入
っ
て
、

野
球
を
続
け
た
い
で
す
」
と
は
つ
ら
つ

と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

８
月
３
日
、
第
21
回
全
国
高
等
学
校

女
子
硬
式
野
球
選
手
権
大
会
が
閉
幕
し

ま
し
た
。
大
会
史
上
最
多
の
26
チ
ー
ム

が
集
ま
り
、
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
決
勝
は
、
4
月
に
行
わ
れ

た
第
18
回
全
国
高
等
学
校
女
子
硬
式
野

球
選
抜
大
会
と
同
じ
、
履
正
社
高
校
（
大

阪
府
）
と
埼
玉
栄
高
校
（
埼
玉
県
）
の

対
戦
。
１
対
０
の
接
戦
を
制
し
、
埼
玉

栄
高
校
が
２
年
ぶ
り
７
度
目
の
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
優
勝
で
、
埼

玉
栄
高
校
は
、
神
村
学
園
高
等
部
を
抜

い
て
、
大
会
史
上
最
多
優
勝
記
録
を
樹

立
し
ま
し
た
。

女
子
高
校
野
球
の
聖
地

丹
波
の
熱
い
夏

　

平
成
12
年
４
月
、
第
１
回
全
国
高
等
学
校
女
子
硬
式
野
球
選
抜
大
会
を
開

催
し
て
か
ら
17
年
。
参
加
校
の
減
少
、
豪
雨
災
害
を
乗
り
越
え
、
丹
波
市
は

高
校
女
子
硬
式
野
球
の
聖
地
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
は
毎
年
参
加
校
が
増
加
す
る
な
ど
、
高
校
女
子
硬
式
野
球
と
大
会
を

取
り
巻
く
状
況
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
変
化
の
中
で
も
、
聖
地
で
行

わ
れ
る
大
会
を
守
ろ
う
と
多
く
の
大
会
関
係
者
の
挑
戦
が
続
い
て
い
ま
す
。

埼玉栄高校 主将
蛭田菜月さん

履正社高校 
石村奈々さん

最
多
優
勝
記
録
を
樹
立

春
の
雪
辱
を
果
た
す

女
子
高
校
野
球
の
魅
力

思
い
き
り
野
球
が
で
き
る
舞
台
を

強
く
な
っ
て
丹
波
に
帰
る
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7
月
22
日
、
大
会
実
行
委
員
が
大
会
の

準
備
を
始
め
て
い
ま
し
た
。実
行
委
員
は
、

堀
さ
ん
が
監
督
を
務
め
て
い
た
草
野
球
チ

ー
ム
市
島
シ
ニ
ア
の
仲
間
が
中
心
で
す
。

17
年
が
経
ち
、
高
齢
化
が
進
む
一
方
で
、

若
い
40
代
の
メ
ン
バ
ー
の
活
躍
も
目
立
ち

ま
す
。
市
島
地
域
以
外
の
メ
ン
バ
ー
も
増

え
、
支
援
の
輪
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
み
ん
な
女
子
高
校
野
球
の
と
り
こ
。

全
力
で
プ
レ
ー
す
る
姿
を
間
近
で
み
る
と

応
援
し
た
く
な
る
」
と
実
行
委
員
の
斉
藤

賢
次
さ
ん
は
笑
い
ま
す
。
堀
さ
ん
は
「
参

加
校
が
増
え
、
大
会
が
２
会
場
制
に
な
っ

た
か
ら
、
本
当
に
人
手
不
足
。
新
た
な
女

子
高
校
野
球
の
と
り
こ
を
獲
得
し
な
い

と
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

　

休
憩
中
、
掘
さ
ん
が
「
野
球
経
験
者
の

メ
ン
バ
ー
は
、
選
手
に
自
分
を
重
ね
て
る

と
こ
ろ
が
あ
る
ん
や
な
い
か
な
」
と
話
す

と
「
わ
し
は
、
毎
年
選
手
と
一
緒
に
青
春

を
や
り
直
し
て
る
気
分
で
お
る
わ
」
と
実

行
委
員
の
荒
木
義
孝
さ
ん
が
応
え
ま
す
。

　
「
ま
ぁ
、
お
っ
さ
ん
の
第
２
の
青
春
だ

わ
な
」「
違
い
な
い
」
と
気
の
お
け
な
い

仲
間
み
ん
な
で
笑
い
合
う
姿
は
、
チ
ー
ム

メ
イ
ト
と
笑
い
合
う
女
子
高
校
球
児
た
ち

を
彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。
実
行
委
員
の
メ
ン

バ
ー
に
と
っ
て
も
、
大
会
は
仲
間
と
過

ご
す
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。

　

最
多
出
場
校
を
更
新
し
た
今
回
の
夏

の
大
会
で
す
が
、
人
手
不
足
と
い
う
新

た
な
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。「
甲
子
園

は
99
回
大
会
を
迎
え
た
け
ど
、
女
子
の

夏
の
選
手
権
大
会
は
ま
だ
21
回
。
今
は

通
過
点
」
と
堀
さ
ん
は
言
い
切
り
ま
す
。

昨
年
は
、
選
手
と
し
て
参
加
し
て
い
た

叡
明
高
校
の
田
中
碧
、
岐
阜
第
一
の
小

久
保
志
乃
両
監
督
の
凱
旋
と
い
う
嬉
し

い
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
応
援
す
る
側
の
男
が
モ
タ
モ
タ
す
る

わ
け
に
は
い
か
ん
か
ら
」
と
、
堀
さ
ん

は
仲
間
と
と
も
に
こ
れ
か
ら
も
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
暑
い
夏
を
過
ご
し
ま
す
。

聖
地
で
の
大
会
を
支
え
る

　今年初めて、全国高等学校連合丹波の一員とし
て大会に出場しました。現在は、地元の学校に進
学し、クラブチーム「丹波ガールズ」で野球をし
ています。野球が好きなので、全国大会の試合に
出られるチャンスがあるのがうれしいです。野球
を続ける大きな励みになります。

濱田優奈さん
養父市在住

interview

　

大
会
は
、
丹
波
市
全
国
高
等
学
校
女
子
硬
式
野
球
大
会
実
行
委
員
会

が
中
心
に
な
っ
て
支
え
て
い
ま
す
。
会
場
準
備
や
開
会
式
、
閉
会
式
な

ど
幅
広
く
担
い
ま
す
。
今
大
会
で
初
め
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ピ
ア
い
ち
じ
ま

と
春
日
ス
タ
ジ
ア
ム
の
２
会
場
制
を
採
用
。
女
子
高
校
野
球
が
丹
波
市

で
開
催
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
堀
秀
政
さ
ん
は
、
人
手
不
足
に
悩

み
な
が
ら
、
実
行
委
員
の
仲
間
と
と
も
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

１_ 真剣な表情で大会のぼり旗を作成 ２_ 準備の際に
真っ先に張り出される大会名 ３_ 試合の行方を見守る
実行委員たち ４_ 会場周辺の看板設置も実行委員の大
切な仕事 ５_ 審判を担うのは地元の軟式野球協会 ６_
アナウンスは軟式野球協会アナウンス部が担当 

　

平
成
９
年
、
関
東
で
は
じ
め
て
全
国

高
等
学
校
女
子
硬
式
野
球
選
手
権
（
以

下
、
夏
の
選
手
権
大
会
）
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
高
校
女
子
硬
式
野
球
（
以
下
、

女
子
高
校
野
球
）
初
の
全
国
大
会
で
す
。

　

第
１
回
の
夏
の
選
手
権
大
会
の
新
聞

記
事
を
読
ん
で
驚
い
た
の
が
、
市
島
地

域
在
住
の
堀
秀
政
さ
ん
。
福
知
山
商
業

（
現
福
知
山
成
美
）
野
球
部
Ｏ
Ｂ
で
、
高

校
時
代
は
投
手
と
し
て
活
躍
。
ノ
ン
プ

ロ
に
進
み
、
退
団
後
は
母
校
で
監
督
を

務
め
ま
し
た
。
監
督
引
退
後
、
野
球
に

関
わ
る
人
生
を
支
え
て
く
れ
た
人
へ
恩

返
し
が
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

自
分
が
し
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
、
女
子

高
校
球
児
が
思
い
切
り
プ
レ
ー
で
き
る

よ
う
に
支
え
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

　

堀
さ
ん
は
、
新
聞
社
か
ら
大
会
の
事

務
局
長
四
津
浩
平
さ
ん
の
電
話
番
号
を

た
ず
ね
て
連
絡
。
第
２
回
の
夏
の
選
手
権

大
会
か
ら
手
伝
い
を
始
め
ま
し
た
。
私
財

を
な
げ
う
ち
、
女
子
高
校
野
球
の
普
及
を

進
め
る
四
津
さ
ん
の
姿
に
心
打
た
れ
、
ま

す
ま
す
力
に
な
り
た
い
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
11
年
、
旧
市
島
町
が
翌
年
完
成
予

定
の
ス
ポ
ー
ツ
ピ
ア
い
ち
じ
ま
の
こ
け

ら
落
と
し
イ
ベ
ン
ト
を
模
索
し
て
い
る

と
聞
き
、
女
子
高
校
野
球
の
春
の
全
国
大

会
を
提
案
。
四
津
さ
ん
へ
も
相
談
し
、
旧

市
島
町
協
力
の
下
、
全
国
高
等
学
校
女
子

硬
式
野
球
選
抜
大
会
（
以
下
、
春
の
選
抜

大
会
）
が
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
春
の
選
抜
大
会
は
毎
年
旧
市

島
町
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
四
津
さ
ん
の
体
調
不
良
な
ど
で
行
き

詰
っ
た
夏
の
選
手
権
大
会
も
引
き
受
け
、

10
年
間
春
夏
２
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
、
北
海
道
や
東
北
に
女
子
高

校
野
球
を
広
め
る
た
め
、
関
東
地
方
に

大
会
の
移
管
が
決
定
。
３
年
生
最
後
の

夏
の
大
会
は
「
聖
地
」
丹
波
市
で
と
の

参
加
校
の
要
望
を
反
映
し
、
春
の
選
抜

大
会
が
関
東
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

春
夏
大
会
に
は
、
女
子
高
校
球
児
が

思
い
切
り
プ
レ
ー
で
き
る
よ
う
に
と
い

う
願
い
を
形
に
し
た
、
全
国
高
等
学
校

連
合
丹
波
と
い
う
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

平
成
17
年
の
夏
の
選
手
権
大
会
で
創
設
。

女
子
硬
式
野
球
部
に
所
属
せ
ず
に
練
習

し
て
い
る
選
手
を
全
国
か
ら
募
り
ま
す
。

　

過
去
に
は
、
ナ
ッ
ク
ル
姫
と
呼
ば
れ

る
吉
田
え
り
選
手
も
出
場
。
チ
ー
ム
は

全
国
で
頑
張
る
女
子
高
校
球
児
の
大
き

な
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

堀 秀政さん
市島地域在住

２

３ ４

は
じ
ま
り
は
新
聞
記
事

春
の
選
抜
大
会
誕
生

連
合
チ
ー
ム
に
期
待

俺
た
ち
の
第
２
の
青
春

女
子
高
校
野
球
の
と
り
こ
に

ま
だ
ま
だ
通
過
点

６

１

2

笑顔の絶えない実行委員のメンバーたち

５

特集　女子高校野球の聖地
丹波の熱い夏
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春
夏
大
会
の
全
39
回
の
う
ち
、
28
回
が

丹
波
市
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
初
開
催

当
時
か
ら
会
場
の
ス
ポ
ー
ツ
ピ
ア
い
ち
じ

ま
は
、選
手
に
と
っ
て
特
別
な
場
所
で
す
。

　

た
っ
た
１
度
だ
け
、
災
害
の
影
響
で
、

春
日
ス
タ
ジ
ア
ム
で
決
勝
が
行
わ
れ
た
19

回
の
夏
の
選
手
権
大
会
。
優
勝
し
た
埼
玉

栄
高
校
の
３
年
生
の
選
手
は
「
春
日
ス
タ

ジ
ア
ム
は
設
備
が
整
っ
て
い
て
プ
レ
ー
し

や
す
か
っ
た
で
す
。
た
だ
、
や
は
り
私
た

ち
の
聖
地
は
市
島
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ん
で

す
」
と
最
後
の
夏
に
ス
ポ
ー
ツ
ピ
ア
い
ち

じ
ま
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
て
な
か
っ
た
く

や
し
さ
を
に
じ
ま
せ
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
の
大
会
準
優
勝
校
の
履
正

社
高
校
の
選
手
は
「
こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
、
初
戦
敗
退
の
悔
し
さ
を
噛
み
締
め

た
場
所
で
、
初
め
て
勝
利
し
た
場
所
。

先
輩
の
果
た
せ
な
か
っ
た
春
夏
連
覇
の

夢
を
こ
こ
で
果
た
し
た
い
で
す
」
と
い

い
ま
す
。

　

平
成
26
年
8
月
16
日
、
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
豪
雨
が
丹
波
市
を
襲
い
ま
し

た
。
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
会
場
周
辺

地
域
。
関
西
を
中
心
に
複
数
の
学
校
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
駆
け
つ
け
、
泥
だ
ら

け
に
な
り
な
が
ら
被
災
家
屋
の
片
付
け

を
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
被
害
に
、
選

手
か
ら
は
翌
年
の
大
会
開
催
を
危
ぶ
む

声
も
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
土
砂
・
流

木
の
仮
置
き
場
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ

と
が
決
定
。
土
砂
が
積
み
あ
が
り
、
変

わ
り
果
て
た
姿
と
ダ
ン
プ
が
走
り
回
る

よ
う
す
に
、
実
行
委
員
か
ら
も
大
会
開

催
に
不
安
の
声
が
上
が
る
ほ
ど
で
し
た
。

　　
大
会
が
近
づ
く
と
「
そ
の
後
復
旧
は

進
み
ま
し
た
か
」「
大
会
は
開
催
で
き
る

よ
う
な
状
態
で
す
か
」「
会
場
は
ス
ポ
ー

私たち、ここで野球がしたい。
　平成 12 年、丹波市で春の選抜大会が始まったとき、出場したのは 8 チーム。
いまや北は北海道、南は鹿児島県まで、全国の高等学校などから 26 ものチーム
が集まります。選手たちにとってスポーツピアいちじまのグラウンドは負けて涙
し、勝って涙した特別な場所。
　春の選抜大会が関東に移管してからも、市島のグラウンドこそが聖地だと全国
から集まってくる選手がいます。

　移住してまだ１年。市内で全国大会があると聞
いて、夫を誘って見にきました。ソフトボールの
経験があり、野球が大好き。彼女たちの試合は、
全力プレーで見ていて楽しいですね。会場も活気
があって、観客席からの眺めも開放的で気に入り
ました。

荻野広さん・尚美さんご夫妻
市島地域在住

interview

１_ 思いっきりバットを
振り抜く埼玉栄の選手 ２
_ 緊張の第１試合のよう
す  3_ 泥だらけになりな
がらの駒沢学園女子の力
投 ４_ 果敢に盗塁を決め
る埼玉栄の選手 ５_ 祈る
ように試合を見守る履正
社選手 ６_ 大きな声を張
り上げて全力応援 ７_ 引
退する畑茂大会副会長最
後の講評

１ ２

６

ツ
ピ
ア
い
ち
じ
ま
で
す
か
」
と
選
手
や

参
加
校
か
ら
心
配
や
激
励
の
連
絡
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。

　

大
会
の
開
催
を
望
む
声
に
実
行
委
員

も
奮
起
し
、
災
害
翌
年
の
19
回
の
大
会

を
ス
ポ
ー
ツ
ピ
ア
い
ち
じ
ま
で
開
催
し

よ
う
と
奔
走
。
し
か
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
整
備
が
間
に
合
わ
ず
、
春
日
ス
タ
ジ

ア
ム
で
の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。
試

合
後
に
市
島
ま
で
写
真
を
撮
り
に
訪
れ

た
チ
ー
ム
も
あ
り
、
選
手
に
と
っ
て
ス

ポ
ー
ツ
ピ
ア
い
ち
じ
ま
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
特
別
な
場
所
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を

改
め
て
実
感
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
を
乗
り
越
え
、
平
成
28
年
の
第

20
回
記
念
大
会
を
ス
ポ
ー
ツ
ピ
ア
い
ち

じ
ま
で
開
催
。
災
害
前
と
変
わ
ら
ず
、

熱
い
夏
の
大
会
が
続
い
て
い
ま
す
。　

グラウンドに積みあがっていた土砂と流木

１

３

５

４ 聖
地
「
ス
ポ
ー
ツ
ピ
ア
い
ち
じ
ま
」

丹
波
市
豪
雨
災
害
発
生

特集　女子高校野球の聖地
丹波の熱い夏
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豪
雨
災
害
を
乗
り
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え
て
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７
月
12
日
、
市
と
大
塚
製
薬
株
式
会

社
は
市
民
の
健
康
を
維
持
・
増
進
す
る

た
め
、
連
携
協
定
を
行
い
ま
し
た
。
協

定
の
場
で
、
夏
の
選
手
権
大
会
へ
の
飲

料
提
供
を
発
表
。
連
携
協
定
と
と
も
に

「
女
子
高
校
野
球
の
夏
の
選
手
権
大
会
」

に
つ
い
て
報
道
さ
れ
、
Ｐ
Ｒ
効
果
を
発

揮
し
ま
し
た
。
開
会
式
に
は
20
台
近
い

テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
が
入
り
、
報
道
陣
も
全

国
か
ら
19
社
が
訪
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

企
業
と
の
協
働
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

全
国
で
唯
一
の
夏
の
選
手
権
大
会
を
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　

夏
の
選
手
権
大
会
は
、
全
国
高
等
学

校
女
子
硬
式
野
球
連
盟
側
の
主
催
者
事

務
局
と
市
を
中
心
に
し
た
大
会
事
務
局

の
２
事
務
局
体
制
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
市
の
体
制
が
代
わ
っ
て
も
、
大

会
を
運
営
・
維
持
す
る
た
め
で
す
。

　

平
成
26
年
の
災
害
時
に
は
、
ス
ポ
ー

共
に
大
会
を
守
る

　

全
国
の
女
子
高
校
球
児
の
聖
地
丹
波
市
の
大
会
を
守
る
た
め
、
行
政
・
企

業
・
市
民
協
働
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
、
人

員
で
互
い
に
協
力
し
、
持
続
可
能
な
大
会
運
営
体
制
を
模
索
し
ま
す
。

ツ
・
芸
術
イ
ベ
ン
ト
が
相
次
い
で
中
止
、

職
員
数
も
減
少
し
ま
し
た
。
大
会
事
務

局
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
の
長
奥
喜
和

課
長
は
「
夏
の
選
手
権
大
会
は
、
女
子

高
校
球
児
の
夢
舞
台
で
す
。
大
会
を
守

る
に
は
、
市
民
と
共
に
何
が
起
き
て
も

持
続
可
能
な
大
会
運
営
体
制
を
築
く
こ

と
が
必
要
不
可
欠
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

参
加
校
が
増
え
、
初
め
て
２
会
場
制

と
な
っ
た
今
大
会
。
運
営
体
制
の
見
直

し
も
行
い
な
が
ら
、
今
後
も
主
催
事
務

局
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
と
協
力
し
、

市
は
大
会
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　全国高等学校連合丹波とクラブチーム「丹波ガ
ールズ」の監督をしています。女子高校野球の発
展には、試合に出る機会と練習の場の確保が必要
です。丹波地域の女子高校球児がクラブチームで
腕を磨き、連合メンバーとして大会に出てくれる
のが何よりの喜びです。

足立俊長監督
福知山市在住

interview

長奥喜和課長
文化・スポーツ課ひたむきな挑戦は続く

　「
多
く
の
選
手
が
野
球
を
す
る
た

め
に
親
元
を
離
れ
て
頑
張
っ
て
い

る
」「
思
い
っ
き
り
野
球
が
で
き
る

喜
び
が
心
の
底
か
ら
わ
い
て
く
る
」

福
知
山
成
美
高
校
の
主
将
阿
部
希
さ

ん
の
選
手
宣
誓
に
は
女
子
高
校
球
児

の
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
想
い
が
表

現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
困
難
な
状
況
の
中
、
ひ
た
む
き
に

野
球
に
打
ち
込
み
、
全
国
大
会
を
め

ざ
す
女
子
高
校
球
児
た
ち
の
夏
の
夢

舞
台
、
丹
波
。
一
人
の
市
民
の
想
い

を
き
っ
か
け
に
、
春
の
選
抜
大
会
が

開
催
さ
れ
て
か
ら
17
年
間
ず
っ
と
、

女
子
高
校
野
球
の
聖
地
で
あ
り
続
け

て
い
ま
す
。

　
今
年
は
変
化
の
多
い
年
で
し
た
。

参
加
校
増
加
に
よ
る
２
会
場
制
の
開

始
。
大
会
副
会
長
で
あ
り
、
全
国
高

等
学
校
女
子
硬
式
野
球
連
盟
の
畑
茂

会
長
が
今
年
を
も
っ
て
引
退
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
ど
ん
な
に
状
況
が
変
化

し
て
も
選
手
が
大
会
を
め
ざ
す
限

り
、
夢
の
舞
台
を
オ
ー
ル
丹
波
市
で

守
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ひ
た
む
き
な
挑
戦
が

続
き
ま
す
。

9　　 ２017.8 たんば
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政フラッシュ市表示のものは、市ホームページ（http://www.city.tamba.lg.jp/）にも情報を掲載しています。H P
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◆
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
出
店
者
募
集

　

10
月
22
日
（
日
）
丹
波
市
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
、
リ
サ
イ
ク

ル
や
ご
み
の
減
量
化
を
テ
ー
マ
に
し
た

「
た
ん
ば
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
」
の
出
店
者

を
募
集
し
ま
す
。

①
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
部
門

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
古
着
・
食
器
類
・

書
籍
な
ど
の
販
売
。

■
対
象
／
個
人
、
グ
ル
ー
プ

※
企
業
に
よ
る
物
販
は
不
可
。

②
飲
食
店
部
門

市
内
に
店
舗
を
も
つ
、
食
品
販
売
店
な

ど
の
出
店
。

■
対
象
／
飲
食
店
営
業
許
可
証
な
ど
の

丹
波
健
康
福
祉
事
務
所
に
よ
る
露
店
営

業
許
可
を
も
つ
店
。

※
テ
ン
ト
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、
電
気
、

水
道
、
台
車
、
机
や
イ
ス
な
ど
の
提
供

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
込
方
法
／
環
境
整
備
課
・
各
支
所

に
設
置
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
締
切
／
９
月
15
日
（
金
）

　毎年９月は、認定こども園・保育所（園）・
幼稚園の利用者負担額（以下、保育料）の切り
替え時期です。すべての保護者に９月からの保
育料を通知します。発送は８月下旬予定です。
　
■保育料算定方法
保護者の「市町村民税の所得割額※」の合計額
で保育料を決定。
①４月～８月分まで
保護者の平成 28 年度の税額
②９月～翌年３月分
保護者の平成 29 年度の税額
※住宅借入金等特別税額控除、寄附金税額控除、
配当控除などがある場合、これらの控除がない
ものとして計算します。

　敬老の日を迎えるにあたり、市から「たんば共
通商品券」をお贈りします。今後も健康に過ご
されることを願い、丹波市にお住まいの最高齢、
100 歳、88 歳の方々の長寿をお祝いします。

平成 29 年度贈呈対象者

年齢 対　象　者 支給額

最高齢 男女それぞれの最高齢の方 50,000 円

100 歳
大正６年４月２日～大正７
年４月１日生

30,000 円

88 歳
昭和４年４月２日～昭和５
年４月１日生

10,000 円

※最高齢の長寿祝金は、最高齢到達初年度のみ対
象です。

　

屋
外
作
業
中
に
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
る

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
マ
ダ
ニ
は
さ
ま

ざ
ま
な
感
染
症
を
媒
介
し
ま
す
。
発
熱
・

腹
痛
・
下
痢
な
ど
の
症
状
が
現
れ
、
重

篤
化
す
る
と
入
院
が
必
要
な
場
合
も
あ

り
ま
す
。
か
ま
れ
な
い
よ
う
に
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

■
マ
ダ
ニ
の
生
息
地

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
野
生
動
物
が
生

活
す
る
環
境
、
民
家
の
裏
山
や
裏
庭
、

畑
な
ど

■
マ
ダ
ニ
か
ら
身
を
守
る
服
装

①
帽
子
・
手
袋
・
タ
オ
ル
を
身
に
付
け
、

ハ
イ
ネ
ッ
ク
の
シ
ャ
ツ
を
着
用
す
る
な

ど
、
肌
の
露
出
を
避
け
る
。

②
シ
ャ
ツ
の
袖
は
、
手
袋
の
中
に
入
れ

る
。
ズ
ボ
ン
の
裾
は
靴
下
を
被
せ
た
り
、

靴
の
中
に
入
れ
た
り
す
る
。

③
マ
ダ
ニ
に
対
す
る
虫
よ
け
剤
を
使
用

す
る
。
有
効
成
分
は
デ
ィ
ー
ト
、
イ
カ

リ
ジ
ン
の
２
種
類
で
す
。

※
虫
よ
け
剤
の
使
用
で
マ
ダ
ニ
の
付
着
数

は
減
少
し
て
も
、
完
全
に
付
着
を
防
ぐ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
身
を
守
る
手
段
を
組

み
合
わ
せ
て
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
マ
ダ
ニ
か
ら
身
を
守
る
方
法

①
上
着
や
作
業
着
は
、
家
の
中
に
持
ち

込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
。
マ
ダ
ニ
が
付

い
て
い
た
場
合
は
、
ガ
ム
テ
ー
プ
を
使

っ
て
取
り
除
く
。

②
屋
外
作
業
後
は
、
シ
ャ
ワ
ー
や
入
浴

の
際
に
マ
ダ
ニ
が
つ
い
て
い
な
い
か
チ

ェ
ッ
ク
す
る
。

③
か
ま
れ
て
い
た
場
合
は
、
無
理
に
引

き
抜
か
ず
に
医
療
機
関
で
処
置
し
て
も

ら
う
。
数
週
間
は
体
調
の
変
化
に
注
意

す
る
。

　人工透析治療を目的とした通院に対して、交通
費の一部を助成します。

■対象 / 次の①～④のすべてに該当する人
①市内在住のじん臓機能障害による身体障害者
手帳の所持者で、人工透析治療を受けている人
②人工透析治療のため、自家用車または公共交通
機関（タクシーを含む）を利用し通院している人
③治療を受ける本人が市民税非課税の人
④生活保護法による医療扶助の移送費、そのほか
の法令などにより通院交通費の給付を受けてい
ない人
■助成額 / 距離などに応じて月額 500 円～ 5,000 
円以内　※３月～８月通院分
■必要書類 / 人工透析治療通院費助成金交付申請
書兼請求書　※新規申請者のみ通院証明書
■申請期限 / ９月 1 日（金）～ 29 日（金）

問障がい福祉課（春日庁舎内）☎ 74‐0222　　

人工透析治療目的の
通院交通費を助成します

H P

　

健
康
課
（
氷
上
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
82
‐
４
５
６
７

問

◆
粗
大
ご
み
を
収
集
し
ま
す

　

粗
大
ご
み
の
収
集
を
実
施
し
ま
す
。

直
接
搬
入
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
配

布
し
て
い
る
「
ご
み
分
別
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
」
の
28
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
収
集
場
所
／ 

各
拠
点
※
自
治
会
に
よ

っ
て
は
拠
点
が
な
く
、
収
集
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
所
属
の
自

治
会
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

■
料
金
／ 

1
点
に
つ
き
３
０
０
円
も
し

く
は
６
０
０
円

■
申
込
方
法
／ 

環
境
整
備
課
・
各
支
所

に
設
置
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／ 

9
月
29
日(

金)　

■
収
集
日
程
／ 

10
月
下
旬
頃
に
収
集
日

程
、
料
金
の
納
付
方
法
を
通
知
し
ま
す
。

屋
外
で
活
動
す
る
と
き
は

マ
ダ
ニ
に
要
注
意
！

　

環
境
整
備
課
（
丹
波
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
78
‐
９
９
９
９　
　

問

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

エ
コ
フ
ェ
ス
タ
＆
粗
大
ご
み
収
集

平成 29 年度
長寿祝金を贈呈します

H P

問社会福祉課（春日庁舎内）☎ 88‐5027　　
　文化・スポーツ課（春日文化ホール内）
☎ 88‐5057　　　
問

ノルディックウォーキング
講習会を実施！

　毎年 10 月の最終日曜日を「丹波市スポーツ
の日」と定め、スポーツ実施率向上に向けた活
動に取り組んでいます。
　昨年に引き続き、ノルディックウォーキング
講習会を開催します。

■とき /10 月 29 日（日）午前９時～
■ところ / 三ッ塚ふれあいセンター愛育館　三
ッ塚史跡公園周辺
■対象 / 市内在住・在勤・在学の人
■定員 /100 人※先着順
■申込方法 / 申込用紙を記入のうえ、文化・ス
ポーツ課、各支所に提出ください。
■申込期限 /10 月６日（金）

H P 認定こども園・保育所・幼稚園
保育料を通知します H P

問子育て支援課（山南庁舎内）☎ 70‐0813　　

H P

H P
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政フラッシュ市表示のものは、市ホームページ（http://www.city.tamba.lg.jp/）にも情報を掲載しています。H P
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水道コラム
196 分の 15　

H P

　水道に関する「196 分の 15」という数字の意
味をご存じですか。これは、水道水を安全に飲
むことができる国の割合を意味しています。一
般的には、世界 196 カ国中、日本を含めた 15 カ
国くらいだと言われています。
　日本には水道水の水質基準を定めた「水道法」
という法律があります。法で定められている水
質基準は、生涯にわたって飲み続けても人の健
康に影響を与えない量をもとに、安全性を考慮
して設定されています。
　日本では、蛇口をひねれば無限に出てくるよう
に思える水道水。世界では、安全安心な水が使え、
水道水を飲めることは当たり前ではありません。
日本の水道は、世界に誇れる文化のひとつであ
り、大変貴重な存在です。水道水を大切に使い
ましょう。

問　水道部　経営企画課（柏原支所内）
☎ 72‐0605

シリーズ「投票に行こう」
選挙の種類を知ろう H P

市長選挙
　市長を選ぶための選挙です。
　４年の任期満了のほか、住民の直接請求（リ
コール）による解職や、不信任議決による失職、
死亡、退職、被選挙権の喪失による失職の場合
などにも行われます。
　任期満了に伴う選挙の投票日は、任期満了日
前 30 日以内と定められており、立候補の届出
日（告示日）は、投票日の 7 日前までです。
　次の丹波市長選挙は、平成 32 年 12 月 4 日の
任期満了に伴い、執行される予定です。

問　市選挙管理委員会（氷上庁舎総務課内）
☎ 82‐1002

Vol 11

「 鉄 道 の お 得 で 便
利な乗り方」講座

Vol.13

　

西
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
（
に
し
ナ
ビ
）
と
は
、

毎
月
下
旬
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
発
行
す
る

カ
ラ
ー
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
「
乗
っ
て
、

楽
し
む
、
お
で
か
け
ガ
イ
ド
」
で
す
。

西
日
本
エ
リ
ア
を
中
心
と
し
た
観
光
や

グ
ル
メ
、
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
、
Ｊ
Ｒ
を

利
用
す
る
の
に
お
得
な
情
報
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

約
42
万
部
発
行
さ
れ
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
の
主
な
駅
、
市
内
で
は
谷
川
・

柏
原
・
石
生
（
東
口
）・
黒
井
・
市
島

駅
の
構
内
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
無

料
で
入
手
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
、
手

に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

過
去
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
場
所

も
、
西
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
で
新
た
な
見
ど
こ
ろ

情
報
を
得
て
再
び
訪
れ
る
と
、
旅
先
の

魅
力
を
再
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
、
鉄

道
旅
行
の
情
報
収
集
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
市
の
福
知
山
線
利
用
増
進
事

業
補
助
金
も
あ
り
ま
す
。
補
助
金
は
、

Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
を
利
用
し
て
３
人
以
上

の
個
人
、
団
体
・
グ
ル
ー
プ
旅
行
で
、

補
助
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
鉄
道

運
賃
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。

併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
機
会
に
、
鉄
道
な
ら
で
は
の
、

の
ん
び
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
旅
時
間

を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〈
次
回
は
11
月
20
日
号
で
京
都
鉄
道
博

物
館
に
つ
い
て
掲
載
予
定
〉

問都市住宅課（春日庁舎内）☎ 74‐2364　　

H P

　
芸
術
の
秋
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
、
コ
ン

サ
ー
ト
や
人
形
劇
な
ど
の
催
し
物
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

■
と
き
／
9
月
17
日
（
日
）
開
演
：
午

後
3
時
30
分　

開
場
：
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
ラ
イ
フ
ピ
ア
い
ち
じ
ま

■
定
員
／
５
０
０
人
※
全
指
定
席
で
未

就
学
児
入
場
不
可
。

■
料
金
／
４
，
０
０
０
円
※
当
日

5
０
０
円
増
。
ま
な
び
す
と
カ
ー
ド
ポ

イ
ン
ト
利
用
対
象
公
演
。　

■
チ
ケ
ッ
ト
／
春
日
文
化
ホ
ー
ル
・
ロ

ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
で
発
売
中

■
と
き
／
10
月
22
日
（
日
）
開
演
：
午

後
1
時
30
分　

開
場
：
午
後
１
時

■
と
こ
ろ
／
ラ
イ
フ
ピ
ア
い
ち
じ
ま

■
定
員
／
５
０
０
人
※
自
由
席
。

■
料
金
／
５
０
０
円
※
当
日
同
額
。

 

3
歳
未
満
は
座
席
が
必
用
な
場
合
の

み
有
料
。
ま
な
び
す
と
カ
ー
ド
ポ
イ
ン

ト
利
用
対
象
公
演
。

■
チ
ケ
ッ
ト
／
春
日
文
化
ホ
ー
ル
・
各

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
・
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

で
発
売
中

■
と
き
／
11
月
13
日
（
月
）
開
演:

午

後
6
時
30
分　

開
場
：
午
後
６
時

■
と
こ
ろ
／
ラ
イ
フ
ピ
ア
い
ち
じ
ま

■
定
員
／
５
０
０
人
※
全
指
定
席
で
4

才
未
満
入
場
不
可
。

■
料
金
／
４
，
５
０
０
円
※
当
日

５
０
０
円
増
。
ま
な
び
す
と
カ
ー
ド
ポ

イ
ン
ト
利
用
対
象
公
演
。　

■
チ
ケ
ッ
ト
／
春
日
文
化
ホ
ー
ル
・
ロ

ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
で
発
売
中

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
春
日
文
化
ホ
ー
ル
内
）
☎
74
‐
１
０
５
０

問

芸
術
の
秋
を
楽
し
も
う
！

コ
ン
サ
ー
ト
＆
人
形
劇
開
催

毎週水曜日は
教職員のノー残業デー！

H P

　市内各小・中学校は、毎週水曜日を「ノー残
業デー」とし、ゆとりをもって児童生徒に向き
合うことができる環境づくりを進めます。
　文部科学省の「平成 28 年度　教職員勤務実態
調査」では、小学校教諭は 34％、中学校教諭は
58％が月 60 時間以上の超過勤務をしているとい
う結果が出ています。市内の教職員も同様の状
況です。
　職員は、学校を取り巻く環境が変化する中、
生きる力を育み、学力向上やいじめなどのさま
ざまな課題に向き合っています。課題解決には、
教職員の仕事と生活の調和、ワーク・ライフ・
バランスを実現することが必要です。保護者、
地域のみなさんのご理解とご協力をよろしくお
願いします。

問学校教育課（山南庁舎内）☎ 70‐0811　　

西 Navi で旅を満喫　編

　９月３日から９日は、救急医療週間です。救
急医療について学べる、消防フェアを開催しま
す。応急手当を身に付けられる出張講習会と住
宅防火相談を行います。

■とき / ９月 10 日 ( 日 ) 正午～午後５時
■ところ / ゆめタウン　セントラルコート
■内容 / ①心肺蘇生法・AED の説明と実技 ※
小学５年生以上対象②高規格救急自動車の展示
③救急に関するパンフレットの配布④住宅防火
相談
■申込方法 / 会場で受付し、随時講習会を実施
します。

救急医療週間
2017 消防フェア開催！

H P

問消防署（消防本部内）☎ 72‐2255　　

◆
高
嶋
ち
さ
子
12
人
の
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト

◆
人
形
劇
団
ポ
ポ
ロ
「
ぞ
う
の
鼻

は
な
ぜ
長
い
」

◆
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ｔ
Ａ
Ｏ
舞
響
～
Ｂ
ｕ

ｋ
ｙ
ｏ
～
踊
る
〇
太
鼓
2
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⑤職員手当の状況（平成 28 年 4 月 1 日現在）

区　　　分 内　　　容

期 末 勤 勉
手 当

支給割合 期　末 勤　勉 計

6 月 1.225 月分 0.800 月分 2.025 月分

12 月 1.375 月分 0.800 月分 2.175 月分

計 2.600 月分 1.600 月分 4.200 月分

＊職制上の段階、職務の級等による加算措置
   役職加算　5 ～ 10％

地 域 手 当
なし（兵庫県後期高齢者医療広域連合派遣職員を除く）
※兵庫県後期高齢者医療広域連合派遣職員（神戸市）
　支給割合 12％

扶 養 手 当

配偶者 13,000 円　扶養親族 1 人につき 6, 500 円
年度初め満 16 歳～満 22 歳の年度末までの加算額
各 5,000 円

【配偶者がない場合】
扶養親族 1 人については 11,000 円

住 居 手 当
借家居住者月額 12,000 円以上の家賃を支払ってい
る職員に支給。
最高 27,000 円

管理職手当

部長相当職（医師職）　　　　80,000 円　　
　　　　　  （医師職を除く）　70,000 円
次長相当職（医師職）　　　　65,000 円　
　　　　　  （医師職を除く）　55,000 円
課長相当職　　　　　　　　  45,000 円　　
副課長相当職　 　　　　　　 35,000 円

管理職員特
別勤務手当

管理職員が臨時又は緊急、その他の公務の運営の
必要により週休日又は休日等に勤務した場合に
役職に応じて支給。
勤務 1 回につき　部長、課長相当職 6,000 円　
                                  副課長相当職         4,000 円

特 殊 勤 務
手 当

主な手当
・下水管渠内作業手当　作業 1 日につき 1,000 円以内
・小動物死体処理作業手当　作業 1 回につき 1,000 円以内
・清掃現場業務手当　月額 10,000 円以内
・出動手当（消防吏員）災害出動 1 回 400 円以内
　　　　　　　　　　   救急出動 1 回 500 円以内

時 間 外
勤 務 手 当

＊時間外勤務 1 時間につき
（平日）午前 5 時～ 8 時 30 分　　　　　　  125％
（平日）午後 5 時 30 分～ 10 時　　　　　　125％
（平日）午後 10 時～翌朝 5 時　　 　　　　  150％
（平日 60 時間超）午前 5 時～ 8 時 30 分 　    150％
（平日 60 時間超）午後 5 時 30 分～ 10 時　   150％
（平日 60 時間超）午後 10 時～翌朝 5 時 　　175％
（週休日）午前 5 時～午後 10 時　　　　　   135％
（週休日）午後 10 時～翌朝 5 時　 　    　  　160％
（週休日 60 時間超）午前 5 時～午後 10 時　 150％
（週休日 60 時間超）午後 10 時～翌朝 5 時　 175％

通 勤 手 当

交通機関利用者　運賃などの相当額

自動車など通勤者
＊（片道）1km 以上   3km 未満 1,000 円～   2,100 円
＊（片道）3km 以上 10km 未満 2,900 円～   5,800 円
＊（片道）10km 以上 60km 未満 7,300 円～ 29,800 円
＊（片道）60km 以上　　　　　　　    31,600 円

退職
手当

（支給率）

自己都合
勤続 20 年 勤続 25 年 勤続 30 年 勤続 35 年 最高限度

20.445 29.145 36.105 41.325 49.59

勧　　奨
勤続 20 年 勤続 25 年 勤続 30 年 勤続 35 年 最高限度

25.55625 34.5825 42.4125 49.59 49.59

※退職手当は、兵庫県市町村職員退職手当組合に加入しているので、
支給率は本組合の支給率です。

（1）職員の任免及び職員数に関する状況

①職員の任免の状況（平成 28 年 4 月 1 日～平成 29 年３月 31 日）
＊採　用　 44 人
＊退　職　24 人（勧奨退職を含む）

②職員数に関する状況
 ◆部局・役職別職員数の状況（平成 28 年４月１日現在、相当職を含む）

部長 次長 課長 副課長 係長 主幹 主査 主事 技能労務 計

市 長 部 局 12 1 39 83 94 93 93 23 438

消 防 本 部 1 1 4 1 15 8 28 23 81

水 道 部 1 2 3 7 6 3 22

会 計 課 1 1 2 1 1 1 7

教 育 委 員 会 1 1 5 1 15 27 24 7 17 98

議 会 事 務 局 1 1 1 1 1 5

監 査 委 員 事 務 局 1 1 1 3

農 業 委 員 会 事 務 局 1 1 2 4

派 遣 1 1 5 7

計 17 3 55 2 122 140 153 128 45 665

 ◆部門別職員数の状況

　　　　　　　　区　分
部　門

職員数（H27･H29 は参考）
備　　考

H27.4.1 H28.4.1 H29.4.1

一 般
行政部門

一 般
管 理

議 会 5 5 5
総 務 145 147 135 ６支所を含む
税 務 28 27 27
労 働 0 0 0
農 林 水 産 41 39 32
商 工 11 12 12
土 木 42 46 46

福 祉
民 生 79 77 93
衛 生 63 63 63

特 別
行政部門

教 育 79 80 95
消 防 80 81 82

普通会計小計 573 577 590

公営企業
部門

病 院 10 10 10 国保診療所
水 道 21 21 23
下 水 道 16 16 15
そ の 他 32 34 35 国保、介保、農済
小 　 　 計 79 81 83

派　遣　職　員 7 7 7 氷上多可衛生事務組合
合　　　　　計 659 665 680

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有
する休職者、派遣職員、任期付職員、再任用職員を含み、臨時また
は非常勤職員を除いています。

(2) 職員の退職管理の状況

　地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律（平
成 26 年法律第 34 号）が平成 28 年４月１日から施行されました。
同法による改正後の地方公務員法では、地方公務員の退職管理の適
正を確保するため、退職管理に関する規定が新たに設けられました。
改正後の法の趣旨に基づき、市においても退職管理の適正を確保す
る取り組みを行っています。

(3) 職員の人事評価の状況
　
①「丹波市職員人事評価実施規程（平成 28 年 4 月 1 日訓令第 25 号）」により実施
②「丹波市消防吏員勤務評定実施規程」（試験（一般学科、消防学科、論文））によ
り実施

(4) 職員の給与の状況

①職員給与費の状況（平成 28 年 4 月 1 日現在）
平成 28 年度普通会計当初予算（職員手当には退職手当を含まない）

職員数
( 人 ) Ａ

給　　与　　費　（千円） 1 人当たり給与費
B/A(12 ヵ月 )給　　料 職員手当 期末勤勉手当 計　B

566 2,130,189 447,261 805,103 3,382,553 5,976 千円

②職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成 28 年 4 月 1 日現在）

区　分 平均年齢 平均給料
  月額

  平均給与    
   月額 備　考

一 般 行 政 職 41.7 歳 314,050 円 374,509 円
技 能 労 務 職 48.4 歳 308,150 円 343,174 円 給 食 調 理 員、 環 境 整 備 員 等
教 育 職 48.4 歳 376,668 円 420,931 円 幼稚園教諭、指導主事
消 防 職 37.0 歳 283,448 円 346,594 円

※平均給料月額…職種毎の職員の基本給の平均です。
※平均給与月額…職種毎の職員の基本給と毎月支払われる扶養手当、
住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額との合計の平均です。

③職員の初任給の状況（平成 28 年 4 月 1 日現在）

区　　分 一般行政職 年齢 技能労務職
   給食調理員

技能労務職
  環境整備員

高　校　卒 149,000 円 18 歳 146,700 円 151,500 円

短　大　卒 160,200 円 20 歳 157,400 円 163,400 円

大　学　卒 176,700 円 22 歳 170,600 円 177,600 円

④ラスパイレス指数の状況

平成 28 年度 ラスパイレス指数…地方公務員と国家公務員の
給与水準を国家公務員の職員構成を基準として、
職種毎の経験年数別、学歴平均給料月額を比較
し、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の
地方公務員の給与水準を示したものです。96.4

⑥特別職等の給料・報酬の状況（平成 28 年 4 月 1 日現在）

区　　　　　　　　　　分 給料・報酬月額

給 料

市長 836,000 円

副市長 665,000 円

教育長 598,000 円
公営企業管理者 570,000 円

報 酬

議長 445,000 円

副議長 365,000 円

常任委員長 355,000 円

常任副委員長 345,000 円

議会運営委員長 355,000 円
議会運営副委員長 345,000 円
議員 330,000 円

期 末 手 当
支 給 割 合

市長・副市長・教育長・公営
企業管理者

 6 月　1.85 月分
12 月　1.95 月分

議長・副議長・常任委員長・常任副委員長・
議会運営委員長・議会運営副委員長・議員

 6 月　1.85 月分
12 月　1.95 月分

(5) 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
　　
　　①一般職員の一週間の勤務状況
　　　＊正規の勤務時間 38 時間 45 分　
　　　＊勤務時間  午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
　　　＊休憩時間  正午～午後１時　
　　②休暇の種類
　　　＊年次休暇　20 日以内　  ＊病気休暇　120 日以内
　　　＊介護休暇　＊組合休暇　＊特別休暇（産前産後休暇、夏季休暇など）

(6) 職員の休業に関する状況
　　
　　①休業の種類
　　　＊育児休業　＊育児短時間勤務　＊部分休業　＊介護休業
　　②休業の取得状況 （平成 28 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日）
　　　  ＊育児休業　4 人（うち男性の取得 0 人）
　　　＊育児短時間勤務　1 人　＊部分休業　14 人
　　　＊介護休業　0 人

(7) 職員の分限及び懲戒処分の状況 （平成 28 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日）
　　
　　①職員の分限処分の状況　 分限処分  休職 7 件（3 人）
　　②職員の懲戒処分の状況　懲戒処分　該当なし

(8)  職員の研修の状況
　　
　　◎兵庫県自治研修所（監督職、公務員倫理指導者養成、女性リーダー育成など　73 人）
　　◎丹波公務能率推進協議会（リスクマネジメント、市民満足度向上、プレゼンテーションなど   196 人）
　　◎兵庫県（栄典事務、交付税事務、選挙事務、地方公営企業会計制度など       16 人）
　　◎丹波市人権・同和教育協議会（丹波地区人権・同和教育研究大会など　318 人）
　　◎丹波市（AED 研修、OJT 研修、職場風土改革フォローアップ研修など　2,227 人）
　　◎消防職員（兵庫県消防学校の教育研修、救急救命士養成研修、救急救命士病院実習）
　　◎監査事務（県都市監査委員会実務研修、都市監査委員会事務研究会、公平委員会研究会）

(9) 職員の福祉および利益の保護の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 28 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日）
　　①職員の福祉の状況
　　　・公務災害等の認定状況　公務災害６件　通勤災害１件
　　②職員の利益の保護の状況
　　　＊休暇の取得状況　年次休暇　8.29 日（1 人当たり / 平成 28 年分）
　　　＊病気休暇　18 人（7 日以上）
　　　＊産前産後休暇　9 人
　　　＊介護休暇　1 人
　　　
(10) 公平委員会の報告事項
　　
　　①勤務条件に関する措置の要求の状況　0 件
　　②不利益処分に関する審査請求の状況　　0 件
　　

丹波市の人事行政の運営等の
状況を公表します
　市の人事行政の運営等の状況（職員の給与等）については、毎年その内容を公表することになっています。
平成 28 年度の主な内容をお知らせします。

 問職員課（氷上庁舎内）  ☎ 82‐0722 H P
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担当区域 氏　名 電話番号

柏
原

屋 敷 ･ 新 町・ 古 市 場・
石田町・上中町・本町・
下町・下町沖田・南多
田・南多田沖田・東奥・
上小倉・下小倉・見長・
北中・室谷・小南

古倉一郎 72-0191

石 戸・ 挙 田・ 大 新 屋・
鴨 野・ 東 鴨 野・ 北 山・
田路・母坪

矢本規夫 72-0978

氷
上

上 成 松・ 黒 田・ 犬 岡・
西中・常楽・成松

山本育男 82-1990

地頭・石生新町・領町・
南町・北野・大崎・横田・
市辺・本郷・稲継

徳田義信 82-0512

下新庄・上新庄・清住・
中・三方・中野・三原・
大谷・長野・柿柴・柿
柴東

足立正典 82-1659

稲畑・新郷・谷村・上
油 利・ 下 油 利・ 朝 阪・
小野・福田・佐野

山本定夫 82-0184

絹 山・ 香 良・ 伊 佐 口・
日 比 宇・ 鴨 内・ 小 谷・
氷上・南油良・北油良・
桟敷

足立康裕 87-1601

沼・ 北 御 油・ 南 御 油・
井中・北田井・南田井・
西田井・田中

田中保夫 82-2804

青
垣

佐 治 ･ 小 倉 ･ 森 ･ 市 原
･ 岩 本 ･ 大 箕・ 寺 内 ･
小和田・矢の内 ･ 沢野
･ 奥塩久・旭町

足立篤夫 87-1371

東芦田・田井縄 ･ 栗住
野・西芦田 ･ 口塩久

足立俊哉 87-0720

担当区域 氏　名 電話番号

青
垣

桧倉・大名草・大稗・小
稗・惣持・文室・稲土・
杉谷・平野・岡見・中佐
治・下地・上地・向・平地・
徳畑・和田・遠阪・今出

足立信昭 88-0188

春
日

上ゲ町・横町・芝町・小
山・本町・新町・仲町・
西町・杉ノ下・局の里・
下野村・木寺・惣山・奥
野村・西野々・平松・稲
塚・大野・古河

婦木克則 74-0820

多利・小多利・池尾・多
田・七日市・野上野

三村俊一 74-1738

中山 ･ 松森 ･ 広瀬・栢野・
野瀬・上三井庄・下三井
庄・鹿場 

秋山佐登子 75-0469

東中・国領・棚原・柚津 近藤眞治 75-1580
朝日 ･ 園部 ･ 石才 ･ 歌道
谷・坂 ･ 野山・天王 ･ 長
見 ･ 新才 ･ 牛河内 ･ 山田

善積久行 74-1413

山
南

青田・阿草・上滝・下滝・
篠場・畑内・北太田・太
田

野垣克已 77-0352

大河・池谷・長野・玉巻・
奥野々・岡本・金屋・山
崎・谷川・大谷

田中耕作 77-0264

村森・井原・奥・野坂・
南中・岩屋

和田憲治 77-1784

若林・富田・小野尻・小
畑・西谷・山本・五ケ野・
坂尻・和田・金倉・小新
屋・梶・前川・北和田・
応地・草部

岸本好量 76-0610

市
島

友政 ･ 安下 ･ 大森 ･ 新道
貝・水西 ･ 市ノ貝 ･ 高坂・
岩倉・石原 ･ 森 ･ 表 ･ 寺
内・才田 ･ 中村 ･ 樽井・
薬師台

須原芳夫 86-0186

徳尾 ･ 大杉 ･ 谷上 ･ 鴨阪
･ 尾端 ･ 下鴨阪・今中・
宮ノ下 ･ 段宿・十市 ･ 八
日市・矢代

橋本慎司 85-2766

梶原 ･ 上田 ･ 市島・上垣
･ 上市 ･ 久良部 ･ 北岡本・
南・喜多・端 ･ 岩戸・牧北・
牧南・北奥・戸平

荒木嘉信 85-1571

戸坂 ･ 白毫寺 ･ 与戸 ･ 乙
河内・酒梨・勅使・東勅
使

杉山重利 85-1298

経歴：大阪府富田林市出身。大学卒業後、
商社に就職。主に鉄鋼製品の営業に従事。
営業職から一転農業者へ。

丹 波 市

地域おこし

協 力 隊

 vol.10宮
み や ひ が し 　 の り ま さ

東典正さん　
農業を学び　新たな担い手となる

ニーズとウオンツ 

市長コラム

丹波語り

　はじめまして。４月から地域おこし協力隊
員として、農業の新たな担い手育成や課題を
解決するため勉強中の宮東典正です。市の非
常勤一般職員として週５日勤務し、農業実習
と事務の２つの仕事をしています。週の３～
４日は農業、週の１～２日は職員として働く

「半農半公」という仕事スタイルです。家族
で丹波市に来て３か月が経ち、子どもは小学
校に入学し、友達もできて楽しそうに学校に
行く姿を見て、嬉しく思っています。
　私は、これまで草刈りすらやったことがあ
りませんでした。指導を受けながら、少しず
つ農業の厳しさ、楽しさを学んでいます。水
稲の育苗や田植え、山の芋・黒大豆・小豆の
栽培も経験しました。また、季節野菜の栽培、

地域おこし協力隊の活動を報告します

　

市
長
に
就
任
す
る
以
前
、私
は
「
淡

路
夢
舞
台
」
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
経
験
は
、
多
く
の
こ
と
を
私
に

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
世
界
で
よ
く
使
わ
れ
る
「
ニ

ー
ズ
（
ｎ
ｅ
ｅ
ｄ
ｓ)

と
ウ
オ
ン
ツ

(

ｗ
ａ
ｎ
ｔ
ｓ)

」
二
つ
の
言
葉
の
違

い
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

①
ニ
ー
ズ
は
生
活
に
無
く
て
は
な
ら

な
い
、
必
要
な
物

②
ウ
オ
ン
ツ
は
必
ず
し
も
必
要
で
は

な
い
が
、
欲
し
い
と
思
わ
せ
る
物

　

こ
の
理
解
に
至
っ
た
、
淡
路
夢
舞

台
で
の
嬉
し
い
経
験
を
紹
介
し
ま

す
。
淡
路
夢
舞
台
で
は
、
淡
路
産
の

タ
マ
ネ
ギ
を
売
っ
て
い
ま
し
た
。「
３

ｋ
ｇ
１
，
０
０
０
円
箱
詰
め
」
の
タ

マ
ネ
ギ
よ
り
も
、
初
め
て
試
験
的
に

売
り
出
し
た
無
農
薬
・
有
機
栽
培
で

１
，
５
０
０
円
の
「
あ
い
た
ま
ち
ゃ

ん
」
が
よ
く
売
れ
た
の
で
す
。
お
客

様
は
、
ニ
ー
ズ
で
は
な
く
、
無
農
薬
・

有
機
栽
培
と
い
う
付
加
価
値
が
つ
い

た
ウ
オ
ン
ツ
の
「
あ
い
た
ま
ち
ゃ
ん
」

に
、
お
カ
ネ
を
払
わ
れ
た
の
で
す
。

　

丹
波
市
で
は
、
遠
来
の
ゲ
ス
ト
に

「
噂
ど
お
り
丹
波
市
っ
て
良
い
と
こ

ろ
だ
っ
た
ね
」
と
い
う
求
め
ら
れ
た

ニ
ー
ズ
を
越
え
た
「
思
い
が
け
ぬ
付

加
価
値
（
ウ
オ
ン
ツ
）」
を
想
い
出

と
と
も
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
に
つ
な
が
る

と
考
え
ま
す
。「
お
も
て
な
し
の
心
」

「
廃
校
跡
地
の
活
用
」「
ト
イ
レ
の
美

化
」
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
売
り

手
よ
し
・
買
い
手
よ
し
・
世
間
よ
し

の
「
三
方
よ
し
の
近
江
商
人
」
を
越

え
る
、
特
に
「
生
産
者
」
に
よ
い
を

足
し
た
「
四
方
よ
し
」
の
丹
波
市
を

め
ざ
し
た
い
も
の
で
す
。

収穫、出荷作業などたくさんの経験と勉強を
重ねています。
　経験を無駄にしないよう、１年間でしっか
り自分がやりたい農業を見つけたいと思いま
す。任期終了である３年後には自立できるよ
う一歩一歩、頑張ります。今後ともよろしく
お願い致します。

畑にまく肥料を運ぶ宮東隊員
　

無農薬タマネギ栽培後、無農薬で稲
作を行う様子を視察
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シ
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■
申
込
窓
口
／
都
市
住
宅
課
、

各
支
所

■
入
居
予
定
時
期
／
入
居
許
可

の
お
お
む
ね
２
か
月
後

　
　

都
市
住
宅
課
（
春
日
庁
舎

内
）
☎
74
‐
２
３
６
４

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
事
前
登
録
制
で
、

希
望
者
は
都
市
住
宅
課
・
各
支

所
へ
県
営
住
宅
入
居
申
込
書

（
登
録
用
）
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
県
住
宅
供
給
公
社
よ
り
、

空
き
室
の
情
報
が
あ
れ
ば
、
登

録
の
順
で
案
内
を
し
ま
す
。

■
募
集
団
地
・
戸
数

中
竹
田
鉄
筋
住
宅
（
高
齢
者
特

目
住
宅
、
２
名
以
上
）
２
Ｄ
Ｋ

２
戸　

高
齢
者
特
目
住
宅
…
名

義
人
が
60
歳
以
上
で
、
同
居
人

に
要
件
あ
り　

    

　

都
市
住
宅
課
（
春
日
庁
舎
内
）

☎
74
‐
２
３
６
４

乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し

ょ
う

10
月
15
日
（
日
）
に
柏
原
赤
十

字
病
院
と
県
立
柏
原
病
院
で
、

乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

■
対
象
者 

／
12
月
31
日
ま
で
有

効
の
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）

の
医
療
費
受
給
者
証
を
持
っ
て

い
る
人
で
、
平
成
30
年
１
月
以

降
も
引
き
続
き
受
給
者
証
の
交

付
を
希
望
さ
れ
る
人

■
申
請
期
間 

／
９
月
１
日
（
金
）

～
11
月
24
日
（
金
）

　

丹
波
健
康
福
祉
事
務
所
地
域

保
健
課
（
柏
原
総
合
庁
舎
内
）

☎
73 - 

３
６
５
４

就
業
構
造
基
本
調
査
の
お

知
ら
せ

統
計
法
に
基
づ
く
就
業
構
造
基

本
調
査
を
、
10
月
１
日
を
基

準
日
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
対

象
世
帯
へ
調
査
員
が
訪
問
し
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
産
業
創
造
課
（
春
日
庁
舎

内
）
☎
74
‐
１
４
６
４

合
同
防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ

県
、
市
の
合
同
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。
当
日
は
午
前
８
時

か
ら
防
災
行
政
無
線
の
訓
練
放

送
や
防
災
メ
ー
ル
の
発
信
な
ど

市
内
全
域
で
訓
練
を
行
い
ま
す
。

■
と
き 

／
９
月
３
日(

日)

午

前
８
時
～　

現
況
届
を
提
出
く
だ
さ
い

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
受
給
資
格
の
あ
る
人

は
毎
年
「
現
況
届
（
所
得
状
況

届
）」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

児
童
扶
養
手
当
は
７
月
下
旬
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
８
月
上

旬
に
必
要
書
類
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
期
限
内
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、

手
当
の
支
給
が
停
止
し
ま
す
。

２
年
間
提
出
が
な
い
場
合
は
、

受
給
資
格
が
喪
失
し
ま
す
。

■
提
出
期
限 

／
児
童
扶
養
手

当
：
８
月
31
日
（
木
）、
特
別
児

童
扶
養
手
当
：
９
月
11
日
（
月
）

■
提
出
先 

／
社
会
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所

　

社
会
福
祉
課
（
春
日
庁
舎
内
）

☎
74
‐
１
１
３
０

特
定
医
療
費
の
医
療
費
受

給
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

対
象
者
に
は
８
月
下
旬
ま
で
に

更
新
申
請
書
と
案
内
文
を
送
付

し
ま
す
。
書
類
が
届
か
な
い
場

合
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集

俗
に
反
す
る
も
の
、
営
利
行
動

に
関
わ
る
も
の
、
特
定
の
個
人

の
利
益
権
利
に
関
わ
る
も
の
、

個
人
に
対
す
る
中
傷
を
除
き
ま

す
。氏
名
・
内
容
は
公
表
し
ま
す
。

■
と
き
／
９
月
28
日
（
木
）
午

後
１
時
～
※
一
人
30
分

■
と
こ
ろ
／
市
役
所
応
接
室

■
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

■
定
員
／
６
人
※
先
着
順

■
申
込
方
法
／
市
役
所
・
各
支

所
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間
／
９
月
１
日
（
金
）

～
15
日
（
金
）
午
後
５
時

　
　

総
合
政
策
課
（
氷
上
庁
舎

内
）
☎
82
‐
０
９
１
６　

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居

者
募
集

中
所
得
者
向
け
の
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
へ
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

■
募
集
団
地
・
戸
数

応
相
寺
団
地
（
青
垣
町
中
佐
治
）

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
７
戸
▼
城
ヶ
花
団
地

（
市
島
町
酒
梨
）
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
３

戸
、
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ
10
戸

■
申
込
受
付
期
間
／
常
時
申
込

受
付
し
て
い
ま
す
。
※
先
着
順

美と鑑賞の憩いの場

美術館通信

9 月 23 日（土）～ 11月 12日（日）

原田泰治が描く 
にっぽんの童謡・唱歌 展

　植野記念美術館　☎ 82-5945
氷上町西中 615‐４●開館時間／午前 10 時～午後５時（入
館は午後４時 30 分まで）●休館日／月曜（祝日の場合は
翌平日）●観覧料／ 800 円ほか（ココロンカード利用可、
20 人以上団体割引）

「中島潔 “今” を生きるーそして伝えたいこと」展は９月
10 日（日）まで開催中

　日本のどこか懐かしい風景を描く原田泰治は、
対象を大きくつかみながら、細部にこだわる独特
の画風です。誰もが心に持つ故郷の風景を優しく
鮮やかに描き出します。
　本展では、日本の童謡・唱歌の世界を、作家の
個性あふれる風景画で巡ります。

◆開会式・開幕記念講演会
■とき／９月 23 日（土）　午後 1 時 30 分～　
２階研修室
■講師／和田典子さん（姫路大学教授）

■テーマ／「日本の近代化と童謡・唱歌の歩み」
■参加費／無料※別途観覧料が必要。
■予約受付開始／９月１日（金）午前 10 時～
※先着 100 人

■
と
こ
ろ 

／
ス
ポ
ー
ツ
ピ
ア
い

ち
じ
ま
周
辺

■
内
容 

／
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
救
助

訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
、
煙
体

験
訓
練
、
炊
出
し
訓
練
ほ
か

  　
く
ら
し
の
安
全
課(

氷
上
庁

舎
内)

☎
82
‐
０
２
５
０

相
談
無
料
・
予
約
不
要
の

丹
波
市
一
日
合
同
相
談
会

■
と
き 

／
10
月
２
日(

月)

午

後
１
時
～
４
時

■
と
こ
ろ 

／
柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー

■
内
容 

／
①
土
地
・
建
物
全
般

に
関
す
る
相
談
②
人
権
に
関
す

る
相
談
③
遺
言
・
相
続
な
ど
の

申
請
書
お
よ
び
公
正
証
書
の
作

成
に
関
す
る
相
談
④
税
に
関
す

る
相
談
⑤
労
災
・
雇
用
保
険
・

年
金
な
ど
に
関
す
る
相
談
⑥
行

政
機
関
へ
の
苦
情
・
要
望

    
総
務
課(

氷
上
庁
舎
内)

☎

82
‐
１
０
０
２

ま
ご
こ
ろ
市
長
室
開
催

市
長
が
直
接
市
政
に
関
す
る
意

見
を
お
聴
き
し
ま
す
。
公
序
良

こ
れ
は
、
10
月
第
３
日
曜
日
に

全
国
ど
こ
で
も
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
ー
検
査
が
受
診
で
き
る
環
境

作
り
へ
の
取
組
み
の
一
環
と
し

て
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し

ょ
う
。
同
時
に
乳
腺
超
音
波
の

検
査
も
受
診
可
能
で
す
。（
別

途
費
用
必
要
）
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
ー
検
査
と
合
わ
せ
て
希
望
す

る
人
は
申
し
込
み
時
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
各
病
院

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
付
開
始
／
８
月
１
日
（
火
）

※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了

■
申
込
先

①
柏
原
赤
十
字
病
院　

健
診
セ

ン
タ
ー
☎
72
‐
１
０
４
０　

受
付
時
間:

平
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分

②
県
立
柏
原
病
院　

予
約
セ
ン

タ
ー
☎
72
‐
４
３
８
１

受
付
時
間:

平
日
午
前
９
時
～

午
後
５
時

■
定
員
／
各
施
設
先
着
30
人

■
費
用 

／
丹
波
市
乳
が
ん
検
診

受
診
券
を
お
持
ち
の
方
は
自
己

負
担
金
２
，
１
０
０
円
（
７
５

歳
以
上
の
方
は
無
料
）
で
す
。

　

健
康
課(

氷
上
保
健
セ
ン
タ

ー
内)

☎
82
‐
４
５
６
７

い
つ
ま
で
も
元
気
に 

歯
っ

ぴ
ー
健
診 

申
請
受
付
開
始

77
歳
以
上
で
高
齢
者
歯
科
口
腔

健
診
の
受
診
を
希
望
す
る
人
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
請
期
間
／
９
月
1
日
（
金
）

～
12
月
28
日
（
木
）

■
対
象
／
平
成
30
年
3
月
末
時

点
で
77
歳
以
上
で
、
歯
科
口
腔

健
診
を
希
望
す
る
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
※
81
歳
は
除
く

■
申
込
方
法
／
各
支
所
お
よ
び

国
保
・
医
療
課
で
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

国
保
・
医
療
課(

氷
上
保

健
セ
ン
タ
ー
内)　

☎　

82
‐

６
６
９
０

　
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か
を

考
え
る
講
演
会

■
と
き
／
10
月
１
日(

日)

午
後

１
時
30
分
～　

開
場
：
午
後
１
時
～

■
と
こ
ろ
／
春
日
文
化
ホ
ー
ル

■
定
員
／
２
０
０
人

■
内
容 

／
講
演
「
大
切
な
人
と

共
に
歩
む
た
め
に
～
知
っ
て
お

き
た
い
今
ど
き
の
事
情
～
」

■
講
師
／
医
療
法
人
社
団
新
国

内
科
医
院
看
護
師
長　

宇
野
さ

つ
き
さ
ん

※
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
あ
り

■
申
込
方
法
／
介
護
保
険
課
ま

で
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　
　

介
護
保
険
課
（
春
日
庁
舎

内
）
☎
74
‐
０
３
６
８ 

Ｆ 

74
‐

３
８
６
６

男
の
料
理
教
室
の
参
加
者

募
集

■
と
き
／
９
月
30
日
（
土
）
午

前
10
時
～
午
後
１
時

■
と
こ
ろ
／
氷
上
文
化
セ
ン
タ
ー

■
内
容
／
鮭
と
き
の
こ
の
ホ
イ

ル
焼
き
、
か
ぼ
ち
ゃ
と
小
豆
の

い
と
こ
揚
げ
ほ
か

■
定
員
／
20
人
※
先
着
順　
　

■
参
加
費
／
６
０
０
円

■
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
筆
記
用
具

■
募
集
締
切
／
９
月
８
日
（
金
）

　
　

氷
上
文
化
セ
ン
タ
ー
☎ 

82

‐
１
０
６
４
、七
日
市
会
館
☎ 

74
‐
２
３
１
０

「夕やけ」　2012 年
Ⓒ TAIZI HARADA

問

問問

問

問

問 問

問

申
問

申
問

イ
ベ
ン
ト

参
加
者
募
集

講
座
・
イ
ベ
ン
ト

問

募
集

申

問
申問



特
集
：
女
子

高

校

野

球

特
集
：
女
子

高

校

野

球

特
集
：
女
子

高

校

野

球

特
集
：
女
子

高

校

野

球

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

人

事

行

政

運

営

状

況

農

業

委

員

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健

康

生

活

は

ぴ

た

ん

戸
籍
の
ま
ど

下

水

道

美
術
館
ほ
か

ま

ち

と

ぴ

情  報  ひ  ろ  ば
nfomation  box!

■
と
き
／
開
館
日
の
午
前
10
時
30

分
～
午
後
３
時
※
事
前
申
込
必
要

■
対
象
／
小
学
校
高
学
年
以
上

■
参
加
費
／
８
０
０
円

●
休
館
日
／
火
曜
日
※
祝
日
の

場
合
は
翌
平
日

シ
ダ
植
物
観
察
会

柏
原
八
幡
神
社
周
辺
の
シ
ダ
植

物
を
観
察
し
ま
す
。

■
と
き
／
９
日
（
土
）
午
前
９

時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
八
幡
神
社
周
辺　

※
集
合　

八
幡
神
社
下
西
側
駐

車
場　

■
持
ち
物
／
弁
当
・
飲
み
物
・

雨
具
・
歩
き
や
す
い
服
装

※
事
前
申
込
必
要

秋
の
身
近
な
植
物
展

秋
の
草
花
や
木
の
実
な
ど
展
示

し
ま
す
。

■
と
き
／
９
月
23
日
（
土
）
～

11
月
12
日
（
日
）
午
前
９
時
～

午
後
５
時

21　　 ２017.8 たんば 2017.8 たんば　　　20

年
n e n

金
k i n

　　　　 老齢年金受給資格期間が短縮されました

●次回の出張年金相談（完全予約制）
相談日：９月 27 日（水）
ところ：氷上保健センター
予約期間：９月 20 日（水）まで
定員：20 人
予約先：西宮年金事務所
☎ 0798‐33‐2944

♪
山
南
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
77
‐
３
１
６
０

講
座
▽
14
日
（
木
）
ひ
よ
こ
ク

ラ
ス　

ひ
よ
こ
の
音
楽
会　

 

午

前
10
時
～
11
時
30
分
※
ち
ー
た

ん
ル
ー
ム

♪
市
島
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
85
‐
３
０
３
０
（
代
）

講
座
▽
15
日
（
金
）
わ
か
ば
教
室

ミ
ニ
ミ
ニ
運
動
会　

午
前
10
時
～

11
時
30
分
※
ラ
イ
フ
ピ
ア
い
ち
じ
ま

リ
サ
イ
ク
ル
体
験
教
室

■
対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
生

以
上
の
人
※
小
学
生
は
保
護
者

同
伴

■
定
員
／
各
10
人
（
先
着
順
）

申
込
者
が
３
人
以
上
の
場
合
に

開
催
。
※
ガ
ラ
ス
フ
ュ
ー
ジ
ン

グ
の
み
定
員
４
人
。

○
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト

■
と
き
／
13
日
（
水
）
午
後
１
時
～

■
参
加
費
／
３
０
０
円

■
持
ち
物
／
透
明
な
ガ
ラ
ス
製

品
、
好
き
な
シ
ル
エ
ッ
ト
の
図
案

○
ガ
ラ
ス
フ
ュ
ー
ジ
ン
グ

■
と
き
／
20
日
（
水
）
午
後
１
時
～

■
参
加
費
／
５
０
０
円

○
紙
す
き

■
と
き
／
27
日
（
水
）
午
後
１
時
～

■
持
ち
物
／
牛
乳
パ
ッ
ク
１
箱

古
着
・
古
布
リ
サ
イ
ク
ル

布
ぞ
う
り
作
り
教
室

■
と
き
／
29
日
（
金
）
午
後
２

時
～
４
時

■
対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
生
以

上
の
人
※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

■
定
員
／
６
人

■
参
加
費
／
3
０
０
円

■
持
ち
物
／
①
使
い
古
し
た
手

ぬ
ぐ
い
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
シ
ー
ツ

な
ど
の
裂
き
や
す
い
木
綿
の
古

布
。
※
Ｔ
シ
ャ
ツ
３
～
４
枚
分

程
度
②
座
布
団

織
り
体
験

本
格
的
な
高
機
を
使
い
、
草
木

染
の
糸
で
約
15
ｃ
ｍ
角
の
花
瓶

敷
き
を
織
る
体
験
を
し
ま
す
。

９
月
の
体
験
教
室

丹
波
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
78
‐
９
９
９
９

子
育
て
指
導
員
相
談
：
子
育
て
な

ん
で
も
相
談　

午
前
10
時
～
11
時

30
分

♪
氷
上
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
82
‐
１
０
０
１
（
代
）

講
座
▽
14
日
（
木
）
守
ろ
う　

防
災
講
座　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

相
談
▽
21
日
（
木
）
子
育
て
指

導
員
相
談
：
な
ん
で
も
相
談　

に
っ
こ
り
マ
マ
ひ
ろ
ば  

午
前

10
時
～
11
時
30
分

♪
青
垣
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
87
‐
１
９
１
９

※
会
場
は
青
垣
住
民
セ
ン
タ
ー

講
座
▽
15
日
（
金
）
お
や
こ
教

室
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ 

午
前

10
時
30
分
～
11
時
30
分

相
談
▽
26
日
（
火
）
保
健
・
栄

養
相
談
：
マ
マ
相
談
会　

午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分
▼
29
日

（
金
）
子
育
て
指
導
員
相
談
：

な
ん
で
も
相
談
日　

午
前
10
時

～
午
後
３
時
30
分

♪
春
日
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
74
‐
３
０
４
０

講
座
▽
12
日
（
火
）
子
育
て
な

か
よ
し
コ
ラ
ボ　

音
を
楽
し
も

う　

午
前
10
時
～
11
時
※
か
す

が
森
の
子
園　

相
談
▽
20
日

（
水
）
主
任
児
童
委
員
相
談
：

子
育
て
相
談
＆
大
き
く
な
っ
た

か
な　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

子
育
て
指
導
員
が
い
つ
で
も
相

談
に
応
じ
ま
す
。
電
話
相
談
も

受
け
付
け
ま
す
。

♪
柏
原
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
72
‐
４
７
４
７

講
座
▽
14
日(

木)

笑
っ
て
♡

歌
っ
て
♪
み
ん
な
で
子
育
て
～

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
一
緒
～　

午
前
10
時
～
11

時
30
分

相
談
▽
５
日
（
火
）
～
８
日
（
金
）

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル　
　
　

発
表
者
募
集
！

自
分
が
お
ス
ス
メ
し
た
い
本
に

つ
い
て
、
１
人
５
分
以
内
で
順

番
に
本
の
魅
力
を
紹
介
し
ま

す
。
観
戦
者
の
投
票
で
「
チ
ャ

ン
プ
本
」
を
決
定
し
ま
す
。

■
と
き
／
12
月
17
日
（
日
）
午

後
１
時
30
分
～

■
と
こ
ろ
／
氷
上
住
民
セ
ン
タ

ー
実
習
室

■
対
象
／
市
内
在
住
ま
た
は
在

学
の
中
学
生
以
上
の
方

■
申
込
締
切
／
11
月
19
日
（
日
）

お
は
な
し
会

幼
＝
幼
児　

小
＝
小
学
生　

小
低
・

高
＝
小
学
校
低
学
年
・
高
学
年

中
央
図
書
館
☎
82
‐
７
１
０
０

９
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分　

幼

▼
12
日
（
火
）
午
前
10
時
30
分　

幼　

▼
16
日
（
土
）
午
前
10
時

30
分　

小
▼
23
日
（
土
）
午
前
10

時
30
分　

幼

柏
原
図
書
館
☎
72
‐
０
３
１
３

16
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

幼
～
小
低
※
柏
原
住
民
セ
ン
タ

ー
２
階
和
室

青
垣
図
書
館
☎
87
‐
１
１
１
１

９
日
（
土
）
午
前
11
時　

幼
～

小
低

春
日
図
書
館
☎
74
‐
１
6
１
１

16
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分　
幼

～
小
低
※
春
日
住
民
セ
ン
タ
ー

２
階
視
聴
覚
室

山
南
図
書
館
☎
77
‐
０
３
３
６

９
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分 

幼
～
小
低
▼
15
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分　

幼
▼
23
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分　

幼
～
小
低
※

山
南
住
民
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室

市
島
図
書
館
☎
85
‐
２
７
３
３

16
日
（
土
）
午
前
11
時　

幼
▼
23

日
（
土
）
午
前
11
時　

幼
～
小
低

図
書
館

９
月
の
子
育
て
関

連
情
報

青
垣
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い

の
里 

☎  

88
‐
０
８
８
８

  　

88
‐
０
８
８
７

Ｆ

　国保・医療課（氷上保健センター内）☎ 82‐6690問

　
　8 月 1 日から、受給資格期間が 10 年以上で
老齢年金を受け取ることができるようになりま
した。
　これまで老齢年金を受け取るためには、保険
料納付済期間（国民年金の保険料納付済期間や
厚生年金保険・共済組合などの加入期間を含む）
と国民年金の保険料免除期間などを合算した老
齢年金受給資格期間が原則として 25 年以上必
要でした。
　新たな年金受給対象者には日本年金機構から

「短縮」と記載した黄色の封筒を送付していま

す。届いた場合は、必ず「ねんきんダイヤル
（0570 － 05 － 1165）に連絡し、早めに手続きを

してください。

Ｆ

とき／ 7月 5日 ( 水 )
ところ／丹波の森公苑

育子 　 て 広 場

　子育て学習センターで主に活動している
グループのお母さんと子どもたちが集まっ
て、互いの活動を知る交流会を行いました。
　親子で話を聞いたり、おやつの作り方を
教えてもらったり、親子一緒にいろんな体
験ができるイベントでした。参加者たちは、
楽しく活動しながら交流を深めました。

子育てグループ活動交流会
‐子育て SUNSUNマルシェ‐

パステル画に挑戦する参加者たちのようす

 

丹
波
布
伝
承
館

☎  

80
‐
５
１
０
０

       

80
‐
５
１
０
１

Ｆ



特
集
：
女
子

高

校

野

球

特
集
：
女
子

高

校

野

球

特
集
：
女
子

高

校

野

球

特
集
：
女
子

高

校

野

球

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

人

事

行

政

運

営

状

況

農

業

委

員

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健

康

生

活

は

ぴ

た

ん

戸
籍
の
ま
ど

下

水

道

美
術
館
ほ
か

ま

ち

と

ぴ

情  報  ひ  ろ  ば
nfomation  box!
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シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
に
は
ご

注
意
を
！

　

シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
メ
ッ
セ
ー

ジ(

Ｓ
Ｍ
Ｓ)

で
、
実
在
す
る

事
業
者
の
名
称
を
語
っ
た
架
空

請
求
が
届
く
と
い
う
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
名
義

は
Ｄ
Ｍ
Ｍ
相
談
窓
口
、
ヤ
フ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
ア
マ
ゾ

ン
サ
ポ
ー
ト
な
ど
で
「
未
納
料

金
が
発
生
し
て
い
る
。
本
日
中

に
連
絡
が
な
い
場
合
は
法
的
措

置
に
移
行
す
る
」
と
い
っ
た
内

容
で
す
。

　

Ｓ
Ｍ
Ｓ
は
適
当
な
電
話
番
号

を
入
れ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
信

で
き
ま
す
。
送
信
相
手
は
、
あ

な
た
を
特
定
し
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
業
者
が
、

料
金
未
納
者
へ
の
請
求
に
Ｓ
Ｍ

Ｓ
を
利
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
Ｓ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る
架
空
請

求
は
、
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

　

丹
波
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー  

（
く
ら
し
の
安
全
課
内
）
☎
82
‐

０
９
９
６

互
い
を
尊
重
し
「
違
い
」

を
認
め
合
う

　

私
た
ち
は
だ
れ
で
も
固
有
の

感
覚
や
性
格
を
も
っ
て
い
ま

す
。
生
活
環
境
や
培
っ
た
経
験

な
ど
に
よ
っ
て
、
好
き
な
も
の
、

得
意
な
こ
と
、
生
活
習
慣
な
ど

が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

　

つ
い
自
分
の
感
覚
や
性
格
に

よ
る
「
も
の
さ
し
」
を
正
し
い

判
断
基
準
と
考
え
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
自
分
の
「
も
の
さ
し
」

で
相
手
に
も
同
じ
考
え
方
や
行

動
を
求
め
る
と
、
押
し
つ
け
と

な
り
、
争
い
や
隔
た
り
が
生
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
も
相
手
も
大
切
に
し
、

助
け
合
っ
て
生
活
す
る
た
め

に
、互
い
の
感
覚
や
性
格
の
「
違

い
」
に
気
づ
き
、
認
め
合
う
こ

と
が
大
切
で
す
ね
。

　

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
（
氷

上
住
民
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
82
‐

０
２
４
２

人権啓発コ
ー

ナ
ー

じ
ん
け
ん    

と
び
ら

の

ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
合
う

き
っ
か
け
を
つ
く
り
ま
す

　

み
な
さ
ん
は
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
の
活
動
を
ご
存
じ
で
す

か
。
私
た
ち
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
誰
も
が
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ

と
触
れ
合
う
き
っ
か
け
づ
く
り

を
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
教

室
の
企
画
・
運
営
、
体
力
測
定

の
指
導
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

紹
介
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
へ

派
遣
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
誰
も
が

身
近
に
楽
し
め
る
よ
う
に
考
え

ら
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
市
内

で
は
、
ふ
う
せ
ん
バ
レ
ー
や
柏

原
地
域
発
祥
の
囲
碁
ボ
ー
ル
な

ど
が
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ご

希
望
が
あ
れ
ば
、
推
進
委
員
が

ス
ポ
ー
ツ
指
導
を
行
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
自
治
会
で
ス
ポ
ー
ツ

事
業
を
お
考
え
の
場
合
は
相
談

く
だ
さ
い
。

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課  

（
春

日
文
化
ホ
ー
ル
内
）
☎
88
‐

５
０
５
７

こ
ん
に
ち
は
！

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
す

９ 相月 の 談

氷住＝氷上住民センター、柏住＝柏原住民センター、山住＝山南
住民センター、青住＝青垣住民センター、市農＝市島農村環境改
善センター、春住＝春日住民センター、氷保＝氷上保健センター、
氷＝市役所　春＝春日庁舎、柏支＝柏原支所、市支＝市島支所、
丹健＝丹波健康福祉事務所、山福＝山南福祉センター

「丹波市平日夜間応急診察室」と「休日応急診療所」９月の当番医（敬称略）

網 か け の ㊡ 印
は 休 日 診 療 所
で 受 診 し て く
ださい。

㊡

㊡

㊡

※当番医は変更にな
ることがあります。
診察は応急的なもの
です。症状が悪くな
る場合などは、後日
かかりつけ医を受診
しましょう。医療機
関のお問い合わせは
消 防 本 部（ ☎ 72‐
2255）まで。

㊡

問

問

問

種別 相談名 日・曜日 時間 場所 問い合わせ先

消
費 消費生活相談 月・火・木・金

（祝日を除く）
午前８時 30 分～
午後５時 15 分

消費生活センター
( くらしの安全課内 )

丹波市消費生活センター
☎ 82‐0996
消費者ホットライン※土日
☎ 0570‐064‐370

行
政 行政相談

６日（山住）、11 日（氷）、14 日（青住）、19 日（春住）、
20 日（柏住）21 日（市農）　
時間 / 午後１時 30 分～３時 30 分

総務課
☎ 82‐1002

人
権

特設人権相談所 11 日（山住）、19 日（市農）、21 日（氷住）
時間 / 午後１時 30 分～４時

柏原人権擁護委員協議会
☎ 72‐0176

常設相談所 水 ( 祝日除く ) 午前９時～午後
４時

神戸地方法務局柏
原支局

柏原人権擁護委員協議会
☎ 72‐0176

総合生活相談
( 隣保館相談 )

電話 平日 午前９時～午後
５時 来館相談も可能 氷上文化センター ☎ 82‐1064

七日市会館☎ 74‐2310
※電話相談は氷上文化センター
のみ出張 11 日（山住）、19 日（市農）

時間 / 午後１時 30 分～４時

法
律

行政書士による
無料相談会 ２日 午後１時 30 分～

４時 柏住 県行政書士会摂丹支部 ( 荒木 )
☎ 72‐4696

無料登記法律相談 21 日 午後１時 30 分～
４時 柏住

松尾信幸事務所☎ 82‐7174
※共催　県司法書士会たんば支
部・県土地家屋調査士会但馬支部

安
全

市民生活の安全・安心
確保のための指導相談

月・火・木・金 午 前 ９ 時 ～ 午 後
５時

氷 総務課☎ 82‐1002
月・火・水・金 春 春日支所☎ 74‐0221

福
祉

認知症介護者相談日 １日 午前 10 時～正午 春・１階相談室２ 介護保険課☎ 74‐0368

高齢者権利擁護相談日 14 日 午前 10 時～正午 春・１階相談室２ 介護保険課☎ 74‐0368

高齢者こころの医療相
談日～もの忘れ相談～ 26 日 午後２時～４時 春・１階相談室２ 介護保険課☎ 74‐0368

知的障がい者相談 13 日※前日正午
までに要予約

午後１時 30 分～
３時 春・１階相談室２ 障がい福祉課☎ 74‐0222

こころの健康相談
（障がい福祉）

28 日※前日正午
までに要予約

午後１時 30 分～
３時 春・１階相談室２ 障がい福祉課☎ 74‐0222

身体障がい者相談 13 日（市支）、14 日（山福）
時間 / 午後１時 30 分～３時 障がい福祉課☎ 74‐0222

健
康 健康・栄養相談

 6 日（山住）、7 日（柏支）、12 日（市支）、13 日（春住）、
26 日（青住）、28 日（氷保）※「減塩相談」同時開催
受付時間 / 午前９時 30 分～ 11 時（予約優先）

健康課☎ 82‐4567

医
療

丹波市夜間健康相談ホ
ットライン

年中無休
午後７時～午前０時 電話相談 ☎ 0120‐737‐180

　地域医療課☎ 82‐4611

小児救急医療相談
年中無休　午後５時 30 分～翌午前
８時／土日祝年末年始　午前８時
～翌午前８時

電話相談 ☎ 72‐4396
　地域医療課☎ 82‐4611

夜間おくすり相談 平日の午後９時～ 10 時 30 分 電話相談
☎ 080‐1432‐8132（ 丹 波 市 薬
剤師会）
　地域医療課☎ 82‐4611

若
者 ニート・ひきこもり相談 毎週金曜日 / 月４回午前 10 時～午

後４時※要予約

氷住（第１・３金） 
春住（第２金） 
柏支（第４金）

子ども・若者サポートセンター
☎ 88‐5070

問

問

問

丹波市平日夜間応急診察室〔柏原日赤〕 休日応急診療所
診療時間 / 午前９時～正午　　

　　    午後１時～５時 
※来院前に☎ 72‐2480 へ電話

してください。

診療時間 / 午後 8 時～ 10 時　
※来院前に☎ 72‐0555 へ電話してください。

※平日昼間はかかりつけ医で受診してください。

月 火 水 木 金 土 日
１ 岩崎良一 ２ ３ 野上壽二

（外　科） （内　科）
４ 上田明徳 ５ 上山知己 ６ 平島　顕 ７ ８ 中澤　敏 ９ 10 石井辰二

（外　科） （内　科） （整形外科）柏原日赤医師 （内　科） （心療内科）

11 田中　潔 12 細見成一 13 三浦博幸 14 15 宮崎直之 16 17 高見啓央
（内　科） （婦人科） （内　科） 柏原日赤医師 （外　科） （内　科）

18 久保田孝則 19 久保田孝則 20 中川泰洋 21 22 赤松義樹 23 岩崎良一 24 船坂眞里
（内　科） （内　科） （内　科） 柏原日赤医師 （内　科） （外　科） （外　科）

25 野上壽二 26 田中庸生 27 平島　顕 28 29 里　博文 30
（内　科） （外　科） （整形外科）柏原日赤医師 （皮膚科）

㊡

㊡㊡㊡

㊡

㊡
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コ
ラ
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ろ
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お
知
ら
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募
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ひ
ろ
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子
育
て
関
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情
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情
報
ひ
ろ
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相
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・
コ
ラ
ム

図

書

館

健

康

生

活

は

ぴ

た

ん

戸
籍
の
ま
ど

下

水

道

美
術
館
ほ
か

ま

ち

と

ぴ

図書館
library 問中央図書館 ☎ 82‐7100

健康生活
healthy life 問健康課（氷上保健センター内）☎ 82‐4567
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図書館
library 問中央図書館 ☎ 82‐7100

健康生活
healthy life 問健康課（氷上保健センター内）☎ 82‐4567

　

前
回
の
資
料
か
ら
江
戸
時
代
、
春
日

地
域
で
小
豆
を
栽
培
し
、
篠さ

さ

山や
ま

藩は
ん

な
ど

に
献
上
さ
れ
る
優
良
品
種
を
産
出
し
て

い
た
こ
と
は
史
実
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

   

こ
こ
で
再
び
、「
国こ

く

領り
ょ
う

史し

」
を
み
ま
す

と
、「
明
治
二
十
八
年
十
一
月
、
村
内
の

有
志
者
三
十
一
名
相
謀は

か

り
、
大
納
言
小

豆
の
保
護
策
と
し
て
共
同
販
売
組
合
及

合
資
会
社
を
創
設
し
、
明
治
二
十
九
年

十
一
月
申
合
せ
規
約
を
作
り
、
各
醵き

ょ
し
ゅ
つ出

金
を
以
て
之こ

れ
が
生
産
を
奨
励
し
、
傍

か
た
わ

ら
販
路
の
拡
張
を
計
り
し
結
果
、
東
京

及お
よ
び

京
阪
及
各
地
よ
り
需
要
頓と

み

に
増
加

せ
し
よ
り
、
明
治
三
十
一
年
十
二
月

二
十
五
日
合
資
会
社
解
散
し
、
生
産
者

協
同
販
売
す
る
こ
と
と
せ
り
（
送
り
仮

名
の
カ
タ
カ
ナ
は
ひ
ら
が
な
に
改
め
ま

し
た
）」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
明
治

二
八
年
（
一
八
九
五
）
に
創
設
さ
れ
た

共
同
組
合
お
よ
び
合
資
会
社
に
よ
っ
て
、

大
納
言
小
豆
の
販
路
は
拡
張
さ
れ
、
東

京
・
京
都
・
大
阪
な
ど
大
都
市
圏
で
の

需
要
も
顕
著
に
増
加
し
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
現
在
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科

学
術
研
究
員　

前
田
結
城

歴史探訪

　おすすめ図書

『住まいの老い支度～案ずるより、片づけよう
～』　
阿部　絢子 / 著
講談社 [2017.6]

『ねこの看護師ラディ』
渕上　サトリーノ / 文
上杉　忠弘 / 絵
講談社 [2016.5]

なくても困らない家電製品は手放
す、収納に「空席」を作る。人生
の最終章を楽しく快適に過ごすた
めの「住まいの老い支度」を提案
する。先の老後ではなく、今からスッ
キリ暮らせる工夫も満載です。　
　　　

重 病 から回 復した 子 ねこのラ
ディは、車にはねられて震えて
いる犬に寄り添い、抱きしめま
した。その日から、ラディは診
察室に行くようになり…。実在
するねこのおはなし。

一般書 児童書

シ
リ
ー
ズ

ふ
る
さ
と
を
見
直
そ
う
92

  

江
戸
・
明
治
の
春
日
地
域
と

  

小
豆
（
下
）

①トマトはひと口大に切る。
②にんじんは薄い半月切り、きゅう
りは輪切りにする。
③フライパンに油を熱し、にんじん
とトマトを加えて全体に火を通す。
④きゅうりと混ぜ合わせておいた A
の調味料に③を漬ける。

旬の野菜をもっと食べよう
≪今より１ｇの減塩を！≫

“たんば”食育クッキング

  

材
料
（
２
人
分
）

トマト 　１個
にんじん 　   ４０ｇ
きゅうり　　　　　 ２０ｇ
油　　　　　　       　              小さじ 1
A ＊酢 大さじ３
砂糖 大さじ１
しょうゆ 　　  小さじ 1

つ
く
り
方

１人分 : エネルギー 68kcal・塩分 0.5g

トマトの甘酢漬け

　トマトの赤い色素リコピンは抗酸化作用

があり、体のサビを取り除いてくれます。

油でトマトを炒めることで酸味をやわらげ、

甘味をひきだします。暑い夏、さっぱりと

した甘酢に、野菜やコーン缶やゆでで大豆

などもお好みで入れてください。

栄養士からの一言

申   

　ベストリーダー情報（７月１日～７月 31 日）

順位 本の名前 作　者
１ 青い服の女 平岩弓枝
２ 蜜蜂と遠雷 恩田　陸
３ 素敵な日本人 東野圭吾
４ 君の膵臓をたべたい 住野よる
５ かがみの孤城 辻村深月

順位 本の名前 作　者
１ アランの歯はでっかいぞこわーいぞ ジャーヴィス／作
２ なにがあってもずっといっしょ くさの　たき／作
３ 転んでも、大丈夫 臼井　二美男／著
４ すばこ キム　ファン／文
５ ばあばは、だいじょうぶ 楠　章子／作

一般書 児童書

睡眠と飲み物の関係
　
　９月３日は「ぐっすり」の語呂合わせで、睡
眠健康推進機構が「秋の睡眠の日」と制定して
います。残暑厳しい季節、水分の摂取量やアル
コールを飲む機会が増える傾向にあります。最
近よく眠れないと感じる人は、飲み物が睡眠を
妨げていないか確認しましょう。
　コーヒーや紅茶、ココア、コーラ、栄養ドリ
ンクなど、多くの飲み物に含まれるカフェイン
には覚醒作用があり、正常な睡眠サイクルを乱
します。さらに、利尿作用があり、トイレに行
きたくなって目が覚める原因にもなります。個
人差がありますが、安眠のため、就寝 6 時間前
にはカフェインを摂取しないようにしましょう。
また、アルコールは交感神経を刺激し、深夜や
早朝に目が覚めてしまう原因になります。就寝
前の摂取は控えましょう。
　最近は、ノンカフェイン、ノンアルコールの
飲み物が多数販売されています。日常摂取する
飲み物を見直し、ぐっすり眠れるように工夫し
ましょう。

特定健診を受診し生活習慣を見直しましょう！
　
　９月は健康増進普及月間です。みなさん、健
診は毎年受けていますか。健診を受ける目的は 2
つあります。１つ目は、身体の異常を早期に発見、
治療すること、２つ目は、生活習慣を振り返り、
改善のきっかけにすることです。１年に１度は健
診を受けましょう。
　腹囲が男性 85cm 以上、女性 90cm 以上の人で、
血中脂質、血圧、血糖の 2 つ以上が基準を越え
ている場合は、メタボリックシンドローム（内臓
脂肪症候群）という生活習慣病を引き起こす可能
性が高い状態とされています。放置すると、気づ
かないうちに脳卒中や心臓病、糖尿病合併症など
が進行していることがあります。健診結果を必ず
確認してください。検査項目に異常がある場合
は、自覚症状がなくても、生活習慣の改善に取り
組み、必要な場合は病院を受診しましょう。
　健診結果の見方がわからない、運動や食事など
生活習慣の改善方法を知りたい場合は保健師や
栄養士が相談に応じます。健康課に問い合わせる
か、健康相談日を活用してください。相談日の詳
細は 22 ページをご覧ください。

×
×

問

×印は全館休館

９月
図書館カレンダー

日  月  火  水  木  金  土    
１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

×
×

×

×
×

使
わ
れ
る
「
大
納
言
小
豆
」
の
名
前
が

出
て
き
ま
す
。
明
治
三
一
年
の
合
資
会

社
の
解
散
理
由
（
先
の
波
線
部
）
に
つ

い
て
、丹
波
史
談
会
編
『
丹
波
氷
上
郡
誌
』

下
巻
（
一
九
二
七
年
）
で
は
、「
元
来
小

豆
は
綿
花
の
間か

ん
さ
く作
に
あ
ら
ざ
れ
ば
収
支

償
は
ざ
る
に
拘か

か
わ

ら
ず
、
綿
花
の
栽
培
近

年
頓
に
衰
微
せ
し
を
以
て
、
従
つ
て
小

豆
の
収
穫
も
、
僅き

ん
き
ん々

四
十
石
を
過
ぎ
ざ

る
に
至
り
、
需
給
の
均
衡
を
保
つ
能あ

た

は

ず
、
明
治
三
十
一
年
十
二
月
、
合
資
会

社
を
解
散
せ
し
」（
一
〇
九
一
～
二
頁
）

と
説
明
が
さ
れ
て
い
ま
す
。〝
綿
花
と
と

も
に
栽
培
し
て
い
た
の
で
、
綿
花
栽
培

の
減
少
と
と
も
に
小
豆
の
収
穫
が
減
少

し
、
需
要
に
供
給
が
追
い
つ
か
な
く
な
っ

た
〟
こ
と
が
合
資
会
社
の
解
散
理
由
で

あ
る
よ
う
で
す
。
二
つ
の
資
料
か
ら
、

明
治
中
後
期
に
「
大
納
言
小
豆
」
の
生

産
を
奨
励
し
て
販
路
が
拡
張
し
、
大
都

市
圏
を
中
心
に
売
り
上
げ
を
増
加
さ
せ

た
こ
と
は
た
し
か
な
よ
う
で
す
。
で
は
、

江
戸
時
代
の
優
れ
た
「
小
豆
」
か
ら
、

明
治
期
の
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
の
「
大

納
言
小
豆
」
へ
い
た
る
道
は
ど
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
こ
の
他
の
資
料

で
調
べ
て
み
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

文
化
財
課
（
山
南
庁
舎
内
）
☎
70
‐

０
８
１
９
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はぴたん
Happy Tamba

丹波の“幸せさん”を紹介

平成 26 年 8 月 11 日　余田葉
は づ き

月さん（写真右）兄妹といっしょに！

平成 28 年 8 月 16 日　井本笑
み さ き

咲さん

（写真左）お姉さんといっしょに！

平成 27 年８月２日　柳瀬結
ゆ い

衣さん

平成 27 年８月９日　村上颯
そ ら

良さん

平成 29 年 7 月 19 日  植野多
た お

凰さん（写真下）

お姉さんといっしょに！

平成 29 年 6 月 27 日 岡井彩
さ き

姫さん
出生

誕生日

　「はぴたん‐Happy Tamba‐」では、生まれた子、
新婚夫婦、誕生日を迎える子を紹介します。
　市の公式ラインで毎月 20 日頃に掲載者になれ
るクーポンを配信しています。

出生

平成 27 年 8 月 13 日 小入羽麗
れい

さん
誕生日誕生日

誕生日

中西　琉
る り

莉　寛
ひろ

　　山南町岩屋

古林　智
ち か

郁　大
だ い ち

地　市島町上牧

細見　歩
あ い と

叶　仁
ひ と み

美　柏原町下小倉

稲次　奏
か な と

人　優
ゆういち

一　青垣町西芦田

西山　樂
がく

　　啓
けいすけ

介　市島町中竹田

井本　縁
えにし

　　健
け ん た

太　氷上町石生

蘆田　航
こうへい

平　諒
りょう

　　柏原町柏原

足立　幸
ゆ き と

橙　和
か ず や

也　春日町長王

深田　茉
ま つ り

莉　耕
こうせい

正　山南町村森

細見　夏
な つ み

実　俊
としひろ

裕　柏原町柏原

中井　葵
あ お ば

覇　隆
たかふみ

文　市島町上竹田

中尾　琉
る と

人　宥
ゆ う ら

来　柏原町母坪

岡田　結
ゆ あ

愛　美
み づ き

月　氷上町石生 

清水　陽
ひ な た

那汰　良
よしひこ

彦　氷上町下新庄 

橋本　大
だ い や

也　龍
りゅうたろう

太郎　氷上町西中

植野　多
た お

凰　航
こ う や

也　氷上町石生

岸本　詩
し い な

愛　 仁
ひとし

 　青垣町市原

中野　陽
ひ ま り

葵　真
し ん ご

吾　氷上町横田

高階　禮
れ い こ

子　87歳　山南町和田

大槻　守
も り お

夫　83歳　春日町野村

　
世帯数と人口

総人口　６５，６２２人 　（△４０）　
 　男　　３１，４４１人　 （△１３）
 　女　　３４，１８１人 　（△２７）　
 世帯数　２５，５４９世帯 　　（９）
＊平成 29 年 7 月末現在・（　）内は前月比
＊住民基本台帳に基づいて掲載

市内交通事故発生状況　
死　　者　　　　　１人  　　（△３）
傷　　者　　　１４６人  　（△４２）
人身事故　　　１１５件  　（△１８）
物損事故    １, ２０２件　　　　　  （３５）   
＊平成 29 年 7 月末現在・   （　）内は前年同月比

今月の税
市県民税（２期）・国民健康保険税（３期）
納期 / ８ 月 31 日（木）まで
問 税務課（氷上庁舎内）☎ 82‐2070

次回の献血
８月 29 日（火）春日住民センター
＊午前 10 時～午後４時
９月 19 日（火）JA 丹波ひかみ山南支店 
＊午前 11 時 30 分～午後４時　　　　　　　　　

問 健康課 （氷上保健センター内）☎ 82‐4567

次回の休日開庁日
（市役所氷上庁舎市民環境課のみ開庁）

８ 月 26 日（土）午前９時～正午
９ 月 23 日（土）午前９時～正午
＊休日開庁日（毎月第４土曜日）の取扱業務

・住民票、戸籍謄（抄）本
・印鑑登録、印鑑登録証明書
・住民票、戸籍に関する諸証明書
問市民環境課（氷上庁舎内）☎ 82‐2002

H P
「広報たんば」は、市のホームページ
（http://www.city.tamba.lg.jp/）でも

ご覧いただけます。

掲・示・板

 献血カー
ドをお持ち
ください

細見　シズコ　93歳 　氷上町鴨内

笹倉　嘉
か よ こ

代子　92歳　山南町奥

松岡　幸
ゆ き よ

代  65歳　  春日町下三井庄

三方　勇
いさむ

 　66歳　 氷上町三方 

井上　周
しゅういち

市　97歳　氷上町御油 

宮本　三
さぶろう

郎  82歳 　柏原町柏原

尾松　義
よしたか

孝  64歳    春日町野上野

太田　早
さ な え

苗  52歳　 氷上町西中

足立　しづ子   96歳　 山南町奥

西田　雪
ゆ き お

夫  91歳　 氷上町西中

藤井　則
の り こ

子  59歳　 山南町草部

細見　しげの　98歳　 春日町上三井庄

宮崎　三
み つ お

津男　88歳　氷上町稲畑

足立　シズ子　97歳   青垣町桧倉

山中　喜
きへいじ

平治　95歳 　青垣町遠阪

加古　寛
ひ ろ し

史  67歳　青垣町桧倉

７月届出順（敬称略）戸籍のまど

氏　名 　年齢   住　 所 
お悔やみ申し上げます

木村　詩
し お り

織　慶
けいいち

一　柏原町南多田

増南　嘉
か し ん

心　亨
りようすけ

亮　氷上町西中 

岡井　彩
さ き

姫　智
ともかず

和 　氷上町下新庄

村上　絢
あ お い

央衣　  映
あ き み

水  山南町篠場

横山　千
ち あ き

晃　晋
しんすけ

督　柏原町南多田

酒井　稜
りょうと

仁　康
やすひと

仁　山南町岩屋

嶋﨑　陽
は る と

大　彰
あきら

　　柏原町柏原

田中　圭
けいしょう

照　祐
ゆ う じ

二　柏原町見長

竹知　蓮
れんしろう

志朗　  直
な お や

弥　春日町平松

堀河　奏
か の ん

音　陽
ようすけ 

介　青垣町栗住野

井上　惺
せ い た

太　誠
ま さ や

哉　氷上町上新庄 

植田　澪
みお

　　俊
と し き

樹　市島町梶原

掛川　泰
た い き

生　洋
ひろゆき

行　柏原町田路

岸本　菜
な の は

花　一
かずとし

俊　春日町棚原

安間　優
う か

華　慶
け い や

哉　青垣町沢野

奥村　希
の あ

愛　優
ゆ う ま

馬　柏原町柏原

金子　愛
ま な

絆　拓
た く ま

真　氷上町新郷

須原　智
ち な つ

夏　秀
しゅうじ

次　市島町中竹田

山口　凌
り く

功　裕
ひろのり

規　柏原町大新屋

　岡　鈴
す ず ね

音　良
よしあき

昭　柏原町柏原

お誕生おめでとうございます
赤ちゃん　保護者　住　所

足立　すみ子　84歳　青垣町大名草

坂東　末
す え こ

子　90歳 　市島町上田

荻野　民
た み こ

子　88歳　氷上町石生

亀田　ゆきゑ　　90歳　春日町古河

長井　嘉
か ず こ

壽子　 96歳　青垣町東芦田

矢尾　きみ子　  79歳　氷上町井中

細谷　千
ち よ こ

代子　  93歳　氷上町成松

柳川瀬　すみ子　87歳　山南町谷川

阪谷　輝
て る み

美　 84歳　市島町喜多

芦田　憲
けんじろう

治郎　74歳　氷上町御油

荒木　ふ
ふ じ

志　 96歳　市島町梶原

荒木　太
ふとし

 　　88歳  山南町谷川

余田　静
し ず み

堅　 93歳  市島町徳尾

荻野　讓
ゆずる

 　　76歳  柏原町柏原

足立　正
まさゆき

行　 74歳   青垣町大名草

大前　秀
ひ で こ

子　93歳　氷上町清住 

畑　　秀
ひであき

明 　48歳  柏原町挙田

西倉　幸
さ ち よ

代　 96歳  山南町山本

藤原　正
ま さ じ

司　 88歳  山南町和田

古本　芳
よ し こ

子　 50歳  氷上町石生

前川　つるゑ　　96歳 山南町和田

久下　かず子　   93歳  山南町池谷

大江　麗
れ い こ

子　 78歳  山南町谷川

誕生日
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SNS

今月の　　　＆フェイス
ブック

F B
ライン

LINE 市のフェイスブックやラインに投稿した

記事を紹介します。

　昨日、丹波青年会議所主催で、丹波の森公苑
の運動場でＳＰＬＡＳＨ !! 丹波 !! が開催されま
した。
　ウォーターガンを使った水遊びやバトル、ウ
ォータースライダー、発射するバブルを浴びる、
バブルスプラッシュなど様々な水遊びが思いっ
きりできるようになっていました。
　小さな子から、大人まで熱さを忘れて全身で
楽しんでいました。笑顔はじける夏のビックイ
ベントでした！

「夏のビックイベント！」

７月 17 日（月）フェイスブック投稿

下水道
Event

　下水道に異物や雨水を流すと、下水道管が詰ま
り、水中ポンプの故障や下水処理機能の低下な
どの原因になります。下水道施設は、正しく大
切に使いましょう。

【下水道に流せないもの】

●ティッシュペーパーやウェットティッシュ
●紙おむつ、生理用品
●タオル、布、ハンカチ
●ガソリン、灯油など
●油、野菜くず
●おもちゃ、髪の毛

  

     下水道課（春日庁舎内）☎７４‐０２２４

　排水設備の設計・工事・管理に必要な資格
で、県下市町において下水道排水設備工事の
責任技術者として登録するための資格認定試
験です。

○試験日・試験会場
■とき /11 月 19 日（日）
■ところ / 流通科学大学　神戸市西区学園西
町 3 丁目 1 番
■受験料 /6,000 円
○受験講習
試験受験予定者のうち、希望する方に対して
の受験講習会です。
■とき /10 月 6 日（神戸市）、12 日（加古川
市）、13 日（豊岡市）に希望者を対象に講習
会を開催
■受講料 /8,500 円

    （公財）兵庫県まちづくり技術センター　  
下水道事業部　☎ 078-367-1205

下水道の使用ルールを守りましょう！ 平成 29 年度下水道排水設備工事責任
技術者試験および受験講習

下水道の役割を学ぶ上久下小児童

下
水
道
の
仕
組
み
を
学
ぶ

　

市
内
の
小
学
４
年
生
を
対
象
に
、

下
水
道
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
学

べ
る
下
水
道
施
設
見
学
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
先
だ
っ
て
は
、
上
久
下

小
学
校
4
年
生
の
児
童
13
人
が
、
山

南
地
域
の
太
田
久
下
浄
化
セ
ン
タ
ー

で
環
境
学
習
と
施
設
見
学
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

環
境
学
習
で
は
、
ト
イ
レ
や
風
呂
、

台
所
な
ど
か
ら
出
た
生
活
排
水
を
微

生
物
の
働
き
で
き
れ
い
な
水
に
し
て
、

川
に
も
ど
す
仕
組
み
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

「
微
生
物
の
大
き
さ
は
」「
微
生
物
は

ど
こ
か
ら
く
る
の
か
」
な
ど
下
水
道

の
仕
組
み
に
つ
い
て
積
極
的
に
質
問

を
し
ま
し
た
。

学
び
か
ら
気
づ
く
こ
と

　

下
水
道
施
設
の
見
学
会
で
は
、
施

設
の
働
き
や
下
水
道
管
の
故
障
原
因

毎
年
９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」
で
す
。
下
水
道
は
、
私
た
ち
の
快
適
な
生

活
を
守
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
す
。
役
割
や
マ
ナ
ー
を
振

り
返
り
、
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
広
く
下
水
道
の
仕
組
み
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
学
校
や
自
治
会
向
け
に
施
設
の
見
学
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

に
つ
い
て
学
び
、
使
用
ル
ー
ル
を
守

る
こ
と
の
大
切
さ
を
理
解
し
ま
し
た
。

　

見
学
会
を
終
え
た
村
上
太
洋
く
ん

（
10
）
は
、「
使
い
終
わ
っ
た
油
を
下

水
道
に
流
す
と
、
油
が
固
ま
り
下
水

道
管
が
詰
ま
る
原
因
と
な
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
家
で
料
理
の
手
伝
い

を
す
る
と
き
、
フ
ラ
イ
パ
ン
に
残
っ

た
油
を
キ
ッ
チ
ン
の
排
水
口
に
流
さ

な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
す
。」
と
話
し

ま
し
た
。

下
水
道
課
（
春
日
庁
舎
内
）
☎
７
４
‐
０
２
２
４

問

問

下
水
道
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う

美術館
Art museum

40 万人目になった４人

仲
の
よ
い
同
級
生
グ
ル
ー
プ

　

40
万
人
目
の
来
館
者
の
４
人
は
井

端
ま
さ
み
さ
ん
、
坂
本
美
智
子
さ
ん
、

高
瀬
和
子
さ
ん
、
斉
藤
和
子
さ
ん
で

す
。
全
員
同
級
生
で
、
一
緒
に
美
術

館
や
食
事
に
行
く
よ
う
な
仲
の
良
い

グ
ル
ー
プ
。
中
島
潔
展
の
開
催
を
新

聞
で
知
っ
た
井
端
さ
ん
が
３
人
を
誘

っ
て
来
館
し
ま
し
た
。
4
人
は
「
記

念
の
入
館
者
に
な
れ
て
う
れ
し
い
。

こ
の
美
術
館
は
コ
ン
パ
ク
ト
で
見
や

　

７
月
29
日
、
植
野
記
念
美
術
館
で
平
成
６
年
の
開
館
以
来
、
入
館
者
数

が
40
万
人
に
達
し
た
こ
と
を
祝
う
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

40
万
人
目
に
な
っ
た
の
は
、
西
脇
市
か
ら
訪
れ
た
女
性
4
人
の
グ
ル
ー
プ
。

４
人
に
は
花
束
や
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。す

く
、
企
画
展
の
内
容
も
色
々
と
工

夫
を
さ
れ
て
い
て
楽
し
み
。
西
脇
か

ら
近
い
の
で
、
ま
た
み
ん
な
で
来
た

い
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

中
島
潔
展
開
催
中

　

植
野
記
念
美
術
館
は
、
丹
波
市
ら

し
さ
を
大
切
に
、
企
画
展
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
９
月
10
日
ま
で
、
中
島

潔
展
「 

”
今
”
を
生
き
る
‐
そ
し
て

伝
え
た
い
こ
と
」
が
開
か
れ
て
い
ま

す
。
い
の
ち
の
輝
き
を
み
つ
め
る
作

品
が
多
数
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
来
館
く
だ
さ
い
。

植
野
記
念
美
術
館
入
館
者
40
万
人
到
達

「実りの風」Ⓒ中島潔
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健康とスポーツ振興をめざす

大塚製薬株式会社と連携協定

握手を交わす佐伯和洋支店長（写真左）と谷口市長

　７月 12 日、市と大塚製薬株式会社は市民の健
康を維持・増進するため、連携協定を結びまし
た。スポーツイベントへの飲料提供や熱中症予防
講座、災害時の製品提供などを受けます。
　佐伯和洋神戸支店長は「女子高校野球などスポ
ーツイベントに協力できてうれしい。熱中症予防
だけでなく、運動パフォーマンスアップにも使っ
てもらえれば」と選手にエールを送りました。就職に関する説明を聞く参加者

年齢に合わせた就職を支援

シニアエイジ就職フェア

　7 月 10 日、春日住民センターで、おおむね 60
歳以上の方を対象とした就職フェアが開催されま
した。仕事を探す約 30 人が参加し、市内企業によ
る面接や各種相談も実施。シルバー人材センター
の紹介や登録相談も行いました。
　参加者は「就職面接だけでなく、年金、生活の
悩みなども合わせて相談できた。今後の参考にし
たい」と話しました。

平成 29 年 7 月九州北部豪雨

被災地での支援業務を報告

　８月４日、九州北部豪雨の被災地である福岡県
朝倉市に、7 月 29 日から１週間派遣されていた職
員２人が帰任し、活動報告を行いました。
　派遣職員の森本英行係長と足立和義係長の２人
は、丹波市豪雨災害の経験を生かし、災害対策本
部運営や災害救助法に関する業務などを支援しま
した。現地到着後、全７カ所の避難所を回って避
難生活や周辺の被害状況を確認。現状を把握した
うえで、災害対応に係る課題などを整理し、対策
案などを進言しました。
　森本係長は「土砂が大量で、被害の大きな地域
に立ち入れない状況にあるが、早期に被害状況を
把握することが生活再建に最も大切なこと。進言
が少しでも役に立てばいいと思う」と話しました。
　足立係長は「応急復旧どころか、被災後、全く
手付かずの地域も存在する。ボランティアはこれ
からまだまだ必要となる」と話しました。
　報告を受けた市長は「現場の緊張感が伝わって
きた。経験のある２人を派遣できてよかった」と
ねぎらいました。

　７月 14 日、市民の一体感を醸成するために制
定する「丹波市の歌」の制定委員会が開かれまし
た。委員長には春日地域出身のソプラノ歌手足立
さつきさんが選ばれ、作曲家千住明さんに作曲を
依頼することを発表しました。
　足立さつき委員長は「市の歌として歌われるだ
けでなく、全国の人に歌ってもらえる曲にしたい」
と意気込みを語りました。

報告を行う森本係長（写真左）と足立係長（写真右）

全国で歌われる曲に

丹波市の歌制定委員会始動

歌について説明する足立さつき委員長

すくっぴと
どかちま

すくっぴと

土石流で倒壊した家屋や流木が積み上がった被災地

　７月 20 日、手話への理解を深めてもらおうと
手話の普及啓発チラシとポスターを配布しました。
　チラシには４月に策定された「手話施策推進方
針」の内容と簡単なあいさつの手話が紹介されて
います。年度内に今回を含めて３回配布予定です。
市では手話の普及啓発に加え、手話通訳者を養成
しています。すべての市民が、安心して暮らすこ
とができる丹波市をめざし、取り組みを進めます。

手話への理解を深めるために

手話普及啓発チラシを配布
祝 20 回記念

バンドフェスタ開催！

　7 月 16 日、ライフピアいちじまでバンドフェス
タ 20th が開催されました。本ステージは 20 組、
ジュニアステージは 12 組が出演しました。　
　出演者の熱いステージに、観客からは大きな声
援と惜しみない拍手が贈られました。出演者だけ
でなく、フェスタに携わるすべての関係者の思い
が 1 つになり、20 回記念フェスタにふさわしい盛
り上がりを見せました。

庁舎をネットでつなぎテレビ会議方式で本部会議を実施

震度６強の地震を想定

職員参集訓練を実施

　７月 22 日午前６時、震度 6 強の地震が起きた
ことを想定した訓練が行われました。全職員にメ
ールで、各配備庁舎に集まるよう通知。655 人中、
約６割の 386 人が１時間以内に参集しました。
　市長は「豪雨災害から３年が経過した。こうし
た訓練を行い、災害はいつどこで起きるか分から
ないという心の準備が大切」と日頃からの危機管
理意識の大切さを職員に指示しました。

最高の盛り上がりを見せる会場

完成した手話の啓発チラシとポスター



●紅葉関係
11/3（金・祝）
高源寺 山開き（青垣地域）
11/12（日）
円通寺もみじまつり(氷上地域）
11/19（日）
石龕寺もみじ祭り（山南地域）
●その他
10/29(日）
丹波三宝 スイーツフェスティバル（柏原地域）
丹の里 秋の味覚フェアー（柏原地域）
丹波GO!GO!フェスタ2017（柏原地域）
11/3（金・祝）
丹波八宿 青垣の秋(青垣地域）
11/3（金・祝）
今出熊野神社 はだか祭り（青垣地域）
11/26 (日）
丹波竜フェスタ2017（山南地域）

丹波市観光情報

お問合せ：丹波市観光協会
 Tel.0795-72-2340

第４０回記念第４０回記念第４０回記念

11月5 日 開催
2　0　1　7

11月5 日 開催
2　0　1　7

平成29年９月　４日
平成29年９月12日
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